
ム
ガ
ル
帝
園
下
の
パ

ニ
ヤ
商
人

l
l
ス
l
ラ
ト
市
の
場
合
|
|

長

島

弘

は

じ

め

第

一

章

豪

商

付

ハ

リ

H

ヴ
ア
イ
シ
ャ

同

ヴ

ィ

l
ル
ジ

l
H
ヴ
泳

l
ラ

第
二
章
雨
替
商
と
周
旋
人

付
雨
替
商
と
周
旋
人
の
経
済
上
の
意
義

口

タ
l
p
ル
一
族

国

パ

I
ラ
ク
一
族

第
三
章
バ
ニ
ヤ
商
人
の
集
圏
脱
出
事
件
と
マ
ハ

l
ジ
ャ
ン

付

パ

ニ
ヤ
商
人
の
集
国
脱
出
事
件

H
H

マハ

l
ジ
ャ
ン

お

わ

り

に

。。

t土

じ

め

707 

私
は
先
に
一
六
世
紀
イ
ン
ド
の
海
上
貿
易
に
つ
い
て
の
拙
稿
を
護
表
し
た
が
、
そ
こ
で
蔑
さ
れ
た
課
題
の
一
つ
に
商
人
の
集
圏
・
組
織
の
問
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題
が
あ
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
課
題
の
一
端
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

や
や
説
貼
を
費
え
て
、

イ
ス
ラ
ム
数
徒
を
支
配
者
と
す
る

い
か
な
る
位
置
を
得
て
い
た

ム
ガ
ル
帝
園
に
お
い
て
ヒ
ン
ド
ゥ

l
教
徒
商
人

(
以
下、

ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
も
含
め
る
)
は
い
か
な
る
活
動
を
行
な
い
、

の
か
と
い
う
覗
角
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
の
こ
と
は
ム
ガ
ル
帝
閣
の
構
造
の
解
明
の
た
め
に
不
可
依
な
こ
と
と
考
え
る
。

具
鐙
的
に
は

ム
ガ
ル
帝
園
最
盛
期
(
一
七
世
紀
)
の
帝
圏
西
部
の
グ
ジ
ャ
ラ

1
ト
地
方
、
特
に
帝
園
最
大
の
貿
易
港
ス

I
ラ
ト
市
の
パ
ニ
ヤ

商
人
に
限
定
し
て
検
討
し
た
い
。
嘗
時
こ
の
港
の
関
税
牧
入
の
帝
園
の
税
牧
全
鐙
に
占
め
る
比
重
は
微
々
た
る
も
の

(0
・
一
%
程
度
〉
で
あ
っ

た
が
、

金
銀
馬
匹
等
帝
園
に
と
っ
て
重
要
な
商
品
の
轍
入
港
と
し
て
、
ま
た
皇
族

・
貴
族
の
船
舶
の
母
港
と
し
て
、
岡
市
の
商
人
の
動
向
は
皇

帝
の
無
覗
し
得
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
岡
市
お
よ
び
そ
の
商
人
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
同
市
が
内
陸
部
に
本
援
を
置
く
ム
ガ
ル
帝
園
の

典
型
的
な
都
市
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。

嘗
時
ス

1
ラ
ト
市
は
、
「
中
程
度
の
大
き
さ
の
都
市
」
と
さ
れ
、
そ
の
人
口
敏
は
、
嘗
時
の
放
行
者
の
推
定
で
一
O
寓
と
も
二
O
蔦
と
も
い

ム
タ
サ
ツ
デ
イ

1

わ
れ
た
。
岡
市
の
政
治
擢
力
者
は
、
中
央
政
府
任
命
の
市
長
官
を
は
じ
め
匪
倒
的
に
イ
ス
ラ
ム
数
徒
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
住
民
は
非
常
に
多
様

な
民
族
か
ら
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
後
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
各
東
イ
ン
ド
禽
祉
が
商
館
を
構
え
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、

ア
ル
メ
ニ
ア
人
、

- 86ー
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ダ
ヤ
人
等
の
商
活
動
も
あ
っ
た
。

そ
の
三
大
住
民
は
イ
ス
ラ
ム
数
徒
、
ヒ
ン
ド
ゥ

l
数
徒
、

「
ス
l
ラ
ト
の
住
民
の
大
半
は
バ

ニ
ヤ
で
あ
り
、
彼
ら
は
商
人
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
。
パ

ニ
引
は
嘗
時
の
欧
文
献
で
は
、
康
く
ヒ
ン
ド
ゥ

l
数

し
か
し
、

ハ

1
ル
シ

1
数
徒
で
あ
り
、
中
で
も

徒

一
般
を
指
す
こ
と
も
あ
る
が
、
普
通
に
は
そ
の
う
ち
で
も
特
に
商
人
を
指
し
て
い
る
。
本
稿
で
も
後
者
の
意
味
で
使
用
す
る
。

一
八
九
一
年

セ
ン
サ
ス
で
は
、
パ
ニ
ヤ
は
二
O
訟
の
カ
l
ス
ト
(
ジ
ャ
l
テ
ィ
)
の
糟
稿
と
さ
れ
、
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
地
方
の
ヒ
ン
ド
ヮ

l
商
人
の
九
O
%
以
上

ヮ，

が
こ
れ
に
所
属
し
、
そ
の
う
ち
六
一
%
は
ジ
ャ
イ
ナ
数
徒
で
あ
っ
た
。
従
っ
て

一
七
世
紀
ス

l
ラ
ト
市
の
バ

ニ
ヤ
商
人
の
中
で
も
ジ
ャ
イ
ナ
数

徒
が
か
な
り
の
比
重
を
占
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が

嘗
時
の
欧
文
史
料
で
は
ジ
ャ
イ
ナ
数
徒
と
ヒ
ン
ド
ゥ

l
数
徒
(
狭
義
)

と
の
匡
別
は
な

く
、
雨
者
等
し
く
バ
ニ
ヤ
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
南
者
の
一
瞳
性
が
強
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ム
ガ
ル
符
園
グ
ジ
ャ
ラ

l
ト
地
方
の
商
業
、
金
融
業
、
周
旋
業
、
商
人
と
園
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
は
か
な
り
蓄
積
さ
れ
て
き
て
お



り
、
我
園
で
も
若
干
の
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
、
個
々
の
商
人
の
活
動
の
諸
側
面
を
捉
え
て
商
人
像
を
描
く
と
い
う
黙
で
は
、

カ
レ
の
研
究
が
あ
る
も
の
の
、
ま
だ
不
十
分
の
感
を
ま
ぬ
が
れ
が
た
い
。

B
-
G
・ゴ

1

そ
こ
で
本
稿
で
は
、

第
一
章
で
嘗
時
の
ス

l
ラ
ト
市
の
二
大
バ
ニ
ヤ
商
人
ハ
リ

u
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
国
同
ユ
〈
巳
唱
曲
と
ヴ
ィ

l
ル
ジ

l
H
ヴ
ォ

ー
ラ
〈
三
副
〈

O
E
の
経
歴
を
追
求
す
る
こ
と
を
通
し
て
バ
ニ
ヤ
の
豪
商
の
賓
力
を
み
、
第
二
章
で
は
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
曾
祉
に
雇
用
さ
れ

て
い
た
一
群
の
人
々
の
経
歴
を
追
求
す
る
こ
と
を
、
逼
し
て
、
嘗
時
ほ
と
ん
ど
パ
ニ
ヤ
の
濁
占
的
業
種
で
あ
っ
た
南
替
商
と
周
旋
人
の
嘗
時
の
商

業
界
に
お
け
る
不
可
絞
性
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
た
い
。
も
ち
ろ
ん
パ
ニ
ヤ
商
人
の
多
く
は
こ
れ
ら
以
外
の
中
小
商
人
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、

彼
ら
に
つ
い
て
は
史
料
の
制
約
も
あ
り
今
は
鯛
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
第
一
一
一
章
で
は
一
六
六
九
年
に
起
っ
た
パ
ニ
ヤ
商
人
の
ス

l
ラ
ト
市
か

ら
の
集
圏
脱
出
事
件
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
背
景
、
特
に
商
人
の
同
業
組
合
(
マ
ハ
l
ジ
ヤ
ン
)
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
本
稿
は
あ
く
ま
で
中
間

報
告
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

ム
ガ
ル
期
イ
ン
ド
史
研
究
の
深
化
に
少
し
で
も
寄
奥
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

第
一
章

豪

商

- 87-

t→ 
ノ、

リ

ヴ
ア

イ
シ

ヤ帥

一
六
一
七
年

(
以
下
、
特
別
の
場
合
を
除
き
一
七
世
紀
の
年
代
は
一
六
O
Oを
省
略
し
、
例
え
ば
一
七
年
と
の
み
記
す
〉
頃
既

に
豪
商
と
い
っ
て
よ
い
存
在
で
あ
っ
た
。
後
に
ス

l
ラ
ト
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
と
な
る
ピ

l
タ

l
u
フ
ァ
ン

H
デ
ン

H
ブ
ル
グ
は
、
こ
の
年
、

ガ
グ
ア
ネ
ル

〔
私
が
通
過
し
た
ガ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
|
|
ス
l
ラ
ト
の
南
約
四
五
キ
ロ

l
!の
〕
長
官
は
一
人
の
パ
ニ
ヤ
で
ゴ
l
パ
ル
"
ヴ
ア
イ
シ
ャ

ば
れ
る
。
彼
は
ス
l
ラ
ト
市
に
住
ん
で
い
る
彼
の
兄
弟
ハ
リ
川
ヴ
ァ
イ
シ
ャ

z
o
Erg-
と
共
に
、
大
国
境
富
裕
な
商
人
で
あ
る
。

合
U
ザ

と
述
べ
て
い
烈
町
の
長
官
を
兄
弟
と
す
る
こ
と
か
ら
も
彼
の
勢
力
の
一
端
が
窺
え
よ
う
。

ハ
リ
H

ヴ
ァ
イ
シ
ャ
は
、

。
。
ロ
官
5
2
B
と
呼

709 

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
舎
祉
が
、
従
来
ム
ガ
ル
帝
園
官
憲
か
ら
被
っ
て
き
た
種
々
の
「
損
害
」
の
賠
償
を
求
め
、
紅
海
方
面
か
ら

購
っ
て
く
る
九
隻
の
イ
ン
ド
船
を
牟
捕
す
る
と
い
う
事
件
が
起
っ
た
が
、
こ
の
時
ハ
リ
H

ヴ
ァ
イ
シ
ャ
は
、
二
、
三
の
ム
ス
リ
ム
大
商
人
と
共

二
三
年
秋、
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、令
U
守

ん
H
U
F

に
、
ム
ガ
ル
嘗
局
と
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
と
の
聞
の
仲
介
役
を
務
め
て
事
件
の
解
決
に
努
力
し
た
。
そ
の
二
、
三
の
ム
ス
リ
ム
商
人
は
い
ず
れ
も

そ
の
前
後
に
シ
ャ

l
バ
ン
ダ
ル
(
語
義
は
港
の
王
。
税
関
の
長
官
で
ム
ス
リ
ム
商
人
の
代
表
的
存
在
が
任
命
さ
れ
る
)
に
任
命
さ
れ
た
ほ
ど
の
大
商
人
で

A
担
ザ

ん
H
V

あ
り
、
従
っ
て
、

ハ
リ
H

ヴ
ァ
イ
シ
ャ
が
嘗
時
の
代
表
的
バ
ニ
ヤ
商
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
な
お
、
こ
の
事
件
に
閲
す
る
翌
年
の
修

、A川
W
，

正
合
意
書
に
は
、
バ
ニ
ヤ
商
人
と
し
て
は
彼
と
後
述
の
ヴ
ィ
l
ル
ジ
l
H
ヴ
ォ
l
ラ
の
二
人
だ
け
が
署
名
し
て
い
る
。
彼
の
方
が
上
位
に
署
名

し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
が
後
者
よ
り
年
長
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
高
位
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

彼
の
商
活
動
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
州
の
州
都
ア
フ
マ
ダ
l
バ
l
ド
や
イ
ラ
ン
の
代
表
港
ガ
ム
ロ
l
ン

(
パ
ン
ダ
ル
u
ア
ッ
パ

ー
ス
)
に
代
理
人
を
置
き
、

A
司

hup 
る
。
た
と
え
ば
、
三

O
年
の
グ
ジ
ャ
ラ

I
ト
地
方
の
大
餓
僅
の
時
、

イ
ン
ド
綿
布
・
米
を
職
出
し
て
い

ア
フ
マ
ダ

l
バ
l
ド
に
い
る
彼
の
代
理
人

A
N
V
 

，内
早

か
ら
七
、

0
0
0
マ
ン
(
約
一
七
五
ト
ン
)
の
パ
デ
ィ
(
粗
附
き
米
)
|
|
約
一
五
、

0
0
0
ル
ピ

l
相
嘗
ー
ー
を
買
う
交
渉
を
し
て
い
る
。

ま
た
バ
ス
ラ
と
も
交
易
し
、

た
と
え
ば
馬
匹
を
職
入
し
、

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
舎
祉
は
、

彼
は
ヴ
ィ
l
ル
ジ
l
H
ヴ
ォ
l
ラ
と
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
商
館
の
大
債
権
者
で
、
そ
の
影
響
力
を
背
景
に
イ
ギ
リ
ス
船
に
自
分
た
ち
の
荷
を
便

乗
さ
せ
る
こ
と
を
強
い
た
。
た
と
え
ば
、
二
八
年
末
に
イ
ギ
リ
ス
側
が
幾
人
か
の
主
だ
っ
た
商
人
に
彼
ら
の
荷
を
ガ
ム
ロ

l
ン
港
ま
で
運
迭
す

- 88ー

る
こ
と
を
約
束
し
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
は
大
量
の
商
品
を
持
っ
て
き
て
、

ハ
リ

u
ヴ
ア
イ
シ
ャ
と
ヴ
ィ
l
ル
ジ
l
H
ヴ
ォ
1
ラ
が
残
り
の
商
人
た

ち
を
代
表
し
て
、

「
も
し
総
て
の
荷
の
積
載
を
許
可
し
な
け
れ
ば
、

イ
ギ
リ
ス
側
の
借
金
を
取
り
た
て
よ
う
」
と
脅
迫
し
た
。
こ
の
二
人
に
劉

す
る
イ
ギ
リ
ス
側
の
負
債
は
三
高
ポ
ン
ド
(
約
二
七
蔦
ル
ピ
l
)
に
の
ぼ
っ
て
い
た
の
で
、

品
川
リ

I
ン
向
け
に
切
り
換
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
側
は
本
園
向
け
の
船
一
隻
を
急
逮
ガ
ム
ロ

彼
は
ダ
マ
ン
市
唯
一
寸
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
も
関
係
が
深
か
っ
た
。
三

O
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
ス

l
ラ
ト
市
の
外
港
を
攻
撃
し
た
事
件
の
際

は
、
彼
が
市
長
官
と
共
に
バ
ル
サ
l
ル
に
行
き
、
シ
ャ
l
バ
ン
ダ
ル
と
共
に
合
意
成
立
に
壷
力
し
た
。
こ
の
時
、
彼
の
兄
弟
の
一
人
が
ダ
マ
ン

ポ
ル
ト
ガ
ル
艦
隊
に
つ
い
て
の
情
報
を
迭
っ
て
く
れ
て
お
り
、

A
刈
uv

h
u
 

る
秘
密
情
報
牧
集
人
」
と
し
て
重
視
し
て
い
る
。

へ
戸
行
各
C

、

イ
ギ
リ
ス
商
館
長
も
ハ
リ
H

ヴ
ァ
イ
シ
ャ
を
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
闘
す



彼
は
自
ら
の
船
を
所
有
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
二
六
年
に
パ
ス
ラ
蹄
り
の
彼
の
フ
リ
ゲ

1
ト
船
|

l
主
に
沿
岸
航
海
用
の
小
型
船
ー
ー
が

A
唱
dv

難
破
し
て
い
る
し
、
二
九
年
に
は
イ
ラ
ン
へ
フ
リ
ゲ
l
ト
船
一
隻
を
汲
遣
し
て
い
刻
。

彼
は
三
六
年
に
死
去
し
た
が
、
そ
の
後
彼
の
一
族
は
市
長
官
か
ら
大
迫
害
を
受
け
た
。
即
ち
、
彼
の
寡
婦
と
息
子
が
長
官
の
座
迫
を
避
け
て

長
官
は
ハ
リ
H

ヴ
ァ
イ
シ
ャ
の
三
人
の
弟
を
投
獄
・
拷
問
し
、
彼
女
を
出
頭
さ

逃
亡
し
た
(
皇
帝
の
も
と
へ
訴
願
に
赴
い
た
と
噂
さ
れ
た
〉
の
で
、

せ
る
か
、

さ
も
な
け
れ
ば
三
高
マ
フ
ム

l
デ
ィ

1

2
二、

0
0
0
ルピ
l
〉
を
支
梯
う
よ
う
命
じ
た
。

ア
イ
シ
ャ
呂
田
口
同
〈

3
3
の
投
獄
に
つ
い
て
聞
く
と
大
い
に
怒
っ
た
と
い
う
が
、
結
局
彼
ら
は
、
そ
の
額
を
梯
う
た
め
に
彼
ら
の
友
人
|
|

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
曾
枇
も
含
め
て
ー
ー
か
ら
借
金
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。
マ
ナ

u
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
は
、
二
年
二
箇
月
後
に
同
長
官
が
塵
政

帥

の
廉
で
更
迭
さ
れ
た
時
離
に
も
獄
に
あ
っ
た
。
彼
の
一
族
に
劃
す
る
迫
害
が
績
い
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
事
件
の
原
因
は
不
明
で
あ

こ
の
時
、
皇
帝
は
そ
の
一
人
マ
ナ
H

ヴ

る
。
彼
の
財
産
に
目
を
つ
け
た
長
官
が
、
死
去
し
た
貴
族
の
財
産
を
皇
帝
が
一
時
的
あ
る
い
は
部
分
的
に
浪
牧
で
き
る
樺
利
を
、
息
子
の
あ
る

商
人
に
ま
で
披
大
適
用
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
は
請
求
額
が
少
な
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
の
彼
の
一
族
の
運
命
は
不

明
で
あ
る
。

- 89ー

(斗

A
H
M
7
 

ふ
V
V

ヴ
ィ

l
ル
ジ

I
H
ヴ
ォ

l
ラ

今
日
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

「
世
界
最
大
の
商
人
」
と
の
異
名
を
と
っ
た
ヴ
ィ

l
ル
ジ
l
H
ヴ
ォ

l
ラ
は
ジ
ャ
イ
ナ
数
徒
で

し
か
も
聖
職
者
の
絞
任
に
も
開
興
し
た
在
俗
の
指
導
者
の
一
人
で
あ
っ
慨
。

管
見
の
限
り
、
彼
の
経
歴
は
二
ハ
一
六
年
ま
で
遡
り
得
る
。
こ
の
年
彼
は
イ
ギ
リ
ス
商
館
手
持
ち
の
象
牙
の
半
分
(
約
て
六
O
O
ルピ
l
分
)

あ
り
、

を
購
入
し
た
。

ま
た
イ
ギ
リ
ス
側
は
迭
金
の
た
め
に
彼
と
お
そ
ら
く
そ
の
一
族
の
ホ
ッ
パ
日
ヴ
ォ

l
ラ
出

0
3回
〈

O
E
と
交
渉
し
た
。
さ

イ
ギ
リ
ス
商
館
員
は
ス
l
ラ
ト
市
長
官
の
紹
介
肢
と
共
に
彼
の
紹
介
肢
を
携
え
て
、
ブ
ル
ハ

1
ン
プ
ル
1

1

ス
l
ラ
ト
と
首

帥

都
ア

l
グ
ラ
を
結
ぶ
ル
l
ト
上
の
要
衝
で
綿
織
物
の
一
大
集
散
地
1

1

方
面
へ
赴
い
て
い
る
。
嘗
時
ま
だ
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
禽
祉
の
ス

l
ラ

ヨ

l
ロ
V

パ
人
と
も
積
極
的
に
取
引
を
す
る
商
人
粂
金
融
業
者
と
し
て
の
彼
の
特
徴
は
こ

ら
に
翌
年
に
は
、

711 

ト
に
お
け
る
地
位
は
極
め
て
不
安
定
で
あ
っ
た
が
、
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の
時
す
で
に
表
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
彼
が
既
に
ブ
ル
ハ

l
ン
プ
ル
等
で
も
知
名
な
商
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

商
人
粂
金
融
業
者
と
し
て
彼
は
イ
ン
ド
全
域
の
主
要
な
商
業
セ
ン
タ
ー
ー
ー
少
な
く
と
も
ブ
ル
ハ
l
ン
プ
ル
、
ア
l
グ
ラ
、
ア
フ
マ
ダ
1
バ

、A切
，

h
M
WV
 

ー
ド
、
メ
ト
カ
ル
、
カ
リ
カ
ッ
ト
、
ゴ

l
ル
コ
ン
、
タ
||

に
代
理
人
を
置
い
て
い
た
。
海
外
で
も
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
、
バ
ン
タ
ム
、
イ
ラ
ン
の
ガ

ム
ロ
!
ン
等
に
代
理
人
を
波
遺
し
て
い
た
と
思
わ
れ
い
明
。

彼
は
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
の
各
商
館
に
積
極
的
に
融
資
を
行
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
商
館
へ
は
恒
常
的
(
少
な
く
と
も
ほ
ぼ
隔
年
)

に
数
蔦
J
三

O
蔦
ル
ピ

l
程
度
の
融
資
を
行
な
っ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
側
が
市
首
局
と
制
列
立
し
て
窮
地
に
陥
っ
て
い
た
よ
う
な
時
に
も
、
彼
は

帥

多
額
の
融
資
を
卒
気
で
行
な
っ
た
が
、

利
子
率
に
つ
い
て
は
常
に
厳
格
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
。
嘗
時
イ
ギ
リ
ス
本
園
か
ら
ア
ジ
ア
へ
迭
ら
れ

帥

た
金
銀
は
年
卒
均
六

O
高
ル
ピ

l
以
下
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
多
く
が
「
第
一
の
債
権
者
」
で
あ
る
彼
な
ど
へ
の
借
金
の
返
済
に
あ
て
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
六
九
年
に
イ
ギ
リ
ス
は
投
資
抜
大
の
た
め
に
各
地
で
合
計
六

O
寓
ル
ピ
1
の
借
金
を
し
た
が
、
「
そ
の
大
字

は
ヴ
ィ
l
ル
ジ
l
u
ヴ
ォ
l
ラ
一
族
や
他
の
ス
l
ラ
ト
の
雨
替
商
た
ち
か
ら
の
も
の
で
、
そ
れ
は
四

O
蔦
ル
ピ
l
に
上
っ
た
。
」
そ
れ
で
、
本
園

か
ら
約
束
の
七
寓
ポ
ン
ド
(
六
一
二
高
ル
ピ
l
〉
が
費
ら
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
大
部
分
が
借
金
と
そ
の
利
子
の
返
済
に
あ
て
ら
れ
、

悌

投
資
の
た
め
の
資
金
」
と
は
な
り
え
な
い
と
イ
ギ
リ
ス
商
館
員
が
嘆
い
て
い
る
。

- 90ー

「
将
来
の

オ
ラ
ン
ダ
が
彼
か
ら
う
け
た
融
資
額
に
つ
い
て
の
本
格
的
検

討
は
今
後
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
例
え
ば
二
二
年
七
、
八
月
に
は
各
々
九
、

0
0
0ル
ピ
l
、

制

四
O
O
ルピ
l
)
を
借
り
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
も
彼
に
劃
し
て
多
額
の
債
務
を
負
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
六
九
年
末
に
は
、
彼
の
訴
え
で
二
隻
の

帥

フ
ラ
ン
ス
船
が
危
う
く
出
港
を
停
止
さ
せ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
程
で
あ
る
。

夫
、

0
0
0
マ
フ
ム

1
デ
ィ

l

(
一四

彼
の
他
の
商
人
や
官
僚
へ
の
融
資
の
程
度
は
不
明
で
あ
る
が
、
彼
は
明
ら
か
に
嘗
時
最
大
の
金
融
業
者
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、

末
J
六

O
年
に
か
け
て
、
皇
位
縫
承
戦
の
影
響
な
ど
で
ス

1
ラ
ト
市
内
で
大
繁
な
現
金
不
足
が
生
じ
た
時
、
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
は
、
彼
が
「
現

五
0
年
代

き金
なの
い唯
」 ーー

との
嘆所
い有
て者
いで
るωあ
。る

し
か
し
彼
は
大
湊
な
し
ま
り
屋
な
の
で
、
利
子
の

〔
高
い
〕
こ
と
を
度
外
視
し
て
も
、

そ
れ
を
彼
か
ら
入
手
で



既
に
見
た
よ
う
に
、
彼
は
ハ
リ
H

ヴ
ァ
イ
シ
ャ
等
と
共
に
、
債
権
者
と
し
て
の
地
位
を
背
景
に
、
自
分
の
商
品
を
有
利
な
僚
件
で
イ
ギ
リ
ス

船
や
オ
ラ
ン
ダ
船
に
便
乗
さ
せ
て
海
外
各
地
へ
職
出
し
た
。
さ
ら
に
官
僚
と
の
結
託
に
よ
る
影
響
力
等
を
も
用
い
て
、
他
の
二
、
三
の
大
商
人

と
共
に
イ
ギ
リ
ス
船
や
オ
ラ
ン
ダ
船
の
舶
載
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
品
(
特
に
珊
瑚
、
他
に
水
銀
、
金
、
銀
等
)
や
オ
ラ
ン
ダ
船
の
賀
ら
す
東
南
ア
ジ

ア
産
の
香
料
類
や
時
に
は
銅
な
ど
を
買
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
「
彼
は
普
通
の
商
人
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
品

の
唯
一
の
濁
占
者
で
あ
る
」

2
西
年
)
と
さ
れ
、

「
こ
こ
ス

l
ラ
ト
で
は

町
の
住
人
で
あ
れ
外
来
者
で
あ
れ
総
て
の
商
人
が
ヴ
ィ

l
ル
ジ

そ
の
た
め
彼
が
従
来
買
附
け
て
い
る
商
品
や
買
附
け
よ
う
と
し
て
い
る
商
品

は
、
誰
も
敢
え
て
そ
れ
を
〔
イ
ギ
リ
ス
商
館
へ
〕
見
に
来
よ
う
と
し
な
い
」
の
で
、
そ
の
二
年
前
に
敢
え
て
商
館
附
両
替
商
タ
ピ

l
H
ダ
l
ス

、明
u，

'ね
V

に
買
っ
た
珊
瑚
も
、
後
者
が
そ
の
こ
と
を
公
表
し
な
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
商
館
内
に
放
置
さ
れ
て
い
る
程
で
あ
っ
た
(
三
六
年
)
。
四
八
、
四
九
、

五
O
年
の
例
な
ど
か
ら
、
彼
が
他
の
て
こ
の
商
人
と
と
も
に
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
船
の
舶
載
す
る
商
品
の
買
附
け
を
濁
占
し
て
い

d
J
，
 

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
川
、
六

0
年
代
に
は
彼
が
唯
一
の
濁
占
商
人
に
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
六
五
年
末
に
舶
載
さ
れ
た
商
品
は
、

バ
タ
ヴ
ィ

ア
か
ら
の
命
令
に
よ
り
「
従
来
の
商
人
」
で
あ
る
彼
を
排
し
て
、

!
日
ヴ
ォ

l
ラ
の
過
度
の
強
大
さ
に
大
盤
威
座
さ
れ
て
お
り

一
括
し
て
彼
の
ラ
イ
バ
ル
で
シ
ャ

l
バ
ン
ダ
ル
の
ハ

l
ジ
l
H
ザ

l
ヒ
ド
日

- 91ー

ベ
グ
に
買
ら
れ
た
。
そ
れ
は
彼
が
従
来
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
と
結
託
し
て
不
嘗
な
濁
占
を
行
な
っ
て
い
る
と
後
者
が
バ
タ
ヴ
ィ
ア
へ
告
設
し
た
結

帥

果
で
あ
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
彼
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
の
閥
係
は
不
明
だ
が
、
積
極
的
な
取
引
閲
係
を
示
す
史
料
は
な
い
。

彼
は
ま
た
岡
市
に
搬
入
さ
れ
る
デ
カ
ン
産
や
マ
ラ
バ

l
ル
産
胡
叡
の
濁
占
的
買
附
け
商
人
で
、
イ
ギ
リ
ス
商
館
な
ど
が
岡
市
で
直
接
デ
カ
ン

伺

商
人
や
マ
ラ
バ

l
ル
商
人
か
ら
買
う
こ
と
や
産
地
へ
周
旋
人
を
汲
遣
し
て
買
う
こ
と
は
彼
に
よ
っ
て
妨
害
さ
れ
た
。
彼
は
「
毎
年
自
分
の
部
下

を
嘗
カ
リ
カ
ッ
ト
へ
綿
花
と
阿
片
を
持
た
せ
て
涯
遣
し
ま
す
。
そ
れ
ら
を
彼
が
胡
取
を
買
う
そ
の
嘗
の
相
手
に
買
っ
て
獲
得
す
る
お
金
は

原

債
の
〕
二
倍
以
下
で
は
な
く
、
そ
し
て
後
に
彼
は
そ
の
胡
板
を
買
い
値
の
二
倍
で
我
々
〔
イ
ギ
リ
ス
人
〕
に
寅
る
」
が
、
直
接
原
地
の
商
人
か
ら

帥

買
っ
て
債
権
者
で
あ
る
彼
を
怒
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
、
と
カ
リ
カ
ッ
ト
汲
遣
の
商
館
員
は
嘆
い
て
い
る
。
な
お
、
胡
取
を
買
う
た
め
に
ア
ヘ
ン

品
川
リ

ム
H
V

を
用
い
る
方
法
は
、
後
に
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
も
採
用
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
ア
ヘ
ン
戦
争
の
原
因
と
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
方
法
の
先
駆
的
形

713 
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態
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
彼
が
海
外
諸
園
へ
自
己
の
商
品
を
職
出
す
る
商
人
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
み
た
が
、
彼
が
本
格
的
な
船
主
・
海
運
業
者
で
あ
っ
た

ザ

1
dy
ア
γ
h
r

と
は
思
わ
れ
な
い
。
確
か
に
一
九
年
に
彼
の
雇
用
人
ハ

l
ク
H

パ
l
ラ
ク
を
責
任
者
と
す
る
一
隻
の
ス
l
ラ
ト
の
ジ
ヤ
ン
ク
船
が
イ
ギ
リ
ス
か

倒

ら
航
海
許
可
誼
を
得
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
彼
が
大
々
的
な
船
主
で
あ
る
な
ら
ば
嘗
然
言
及
の
あ
る
べ
き
時
に
も
彼
に
つ
い
て
の
言
及
が
な

ゆ
前
述
の
ハ
リ

u
ヴ
ア
イ
シ
ャ
も
本
格
的
な
船
主
と
は
思
わ
れ
ず
、
他
の
例
か
ら
推
し
て
も
、
パ

ニ
ヤ
の
船
主
、
船
長
の
存
在
し
た
こ
と
は

A
リ

'
MHV
 

明
ら
か
で
あ
る
が
、
や
は
り
、
従
来
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
主
要
な
船
主
は
ム
ス
リ
ム
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

彼
は
ス

l
ラ
ト
の
商
人
、
特
に
バ

ニ
ヤ
商
人
の
代
表
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
舎
に
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
諸
勢
力
と
ス

1
ラ
ト
市
首
局
と
の
聞
の
紛

争
の
早
期
解
決
の
た
め
に
仲
介
役
を
つ
と
め
た
。
二
三
年
の
イ
ギ
リ
ス
船
に
よ
る
イ
ン
ド
船
大
量
牟
捕
事
件
の
際
の
彼
と
ハ
リ
H

ヴ
ア
イ
シ
ャ

の
行
動
に
つ
い
て
は
既
に
み
た
が
、
後
者
の
死
後
、
三
六
年
や
六
一
年
の
市
首
局
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
紛
争
の
際
の
仲
介
役
の
中
に
も
、
バ
ニ
ヤ

、nu，

商
人
と
し
て
は
唯
一
人
彼
の
名
の
み
が
み
え
泊
。

ま
た
五
七
年
末
、
皇
位
縫
承
戦
に
名
乗
り
を
あ
げ
た
皇
子
ム
ラ

1
ド
n
バ
ク
シ
の
軍
が
ス
l
ラ
ト
市
を
襲
い
、
商
人
た
ち
に
一
五

O
蔦
ル
ピ

- 92ー

ー
の
軍
資
金
の
貸
附
け
を
要
求
し
た
際
に
も
、
シ
ャ

l
パ
ン
ダ
ル
で
あ
っ
た
ハ

1
ジ
1
H
ザ

l
ヒ
ド

H
ベ
グ
と
彼
が
全
商
人
の
か
わ
り
に
六

O

倒

古
内
ル
ビ
ー
を
貸
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
六
四
年
マ
ラ
l
タ
族
シ
ヴ
ァ

l
ジ
I
の
軍
が
ス

l
ラ
ト
市
を
襲
っ
た
際
も
彼
ら
二
人
と
他
の
一
商
人
と

市
長
官
が
シ
ヴ
ァ

l
ジ
ー
に
よ
っ
て
交
渉
役
と
し
て
指
名
さ
れ
た
が
、
彼
ら
が
域
内
に
避
難
し
て
雁
じ
な
か
っ
た
た
め
に
岡
市
の
大
牢
が
焼
か

A
匂
ザ

ム
凶
い

れ
、
八

O
O蔦
ル
ピ

l
相
首
と
噂
さ
れ
た
彼
の
富
も
大
い
に
略
奪
さ
れ
た
。
こ
の
襲
撃
の
直
後
、
彼
と
他
の
一
人
の
商
人
が
皇
帝
の
も
と
へ
同

、川
匂

ん
凶
い

市
の
防
衛
の
改
善
を
訴
え
に
行
っ
た
と
い
う
。
以
上
、
彼
が
嘗
時
の
シ
ャ

l
パ
ン
ダ
ル
と
共
に
岡
市
の
商
人
を
代
表
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な

ぃ
。
こ
の
背
後
に
何
か
商
人
の
自
治
組
織
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
し
た
い
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
シ
ヴ
ァ

l
ジ
l
の
襲
撃
の
際
に
は
彼
を
含
む
大
商
人
た
ち
は
宗
涯
に
閥
係
な
く
そ
の
財
力
・
影
響
力
の
お
蔭
で
市
に
郊

A
-
w，
 

'M
HV
 

接
す
る
域
内
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
四

0
年
代
前
牢
に
は
特
に
「
彼
は
ス

I
ラ
ト
の
現
長
官
〔
四
一
年
!
四
三
年
在
職
〕

の
大
第
な
お



A
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h
刷
、

気
に
入
り
で
、
そ
の
結
果
、
他
の
総
て
の
バ
ニ
ヤ
商
人
た
ち
を
恐
れ
さ
せ
従
わ
さ
せ
て
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
。

し
か
し
、
彼
と
て
市
長
官
を
恐
れ
た
し
、
そ
の
迫
害
を
う
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

三

O
年
に
は
市
長
官
が
ヴ
ィ
l
ル
ジ
ー
に
よ
る
珊
瑚
等
の

-mH，
 

ム
凶
い

買
附
け
に
共
同
参
加
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
彼
は
後
難
を
恐
れ
て
買
附
け
を
中
止
し
て
い
る
。

三
八
年
に
は
、
彼
の
一
族
も
ハ
リ
u
ヴ
ァ
イ
シ

ャ
一
族
と
同
様
に
市
長
官
の
暴
政
の
劉
象
と
な
り
、
彼
お
よ
び
彼
の
息
子
た
ち
が
投
獄
さ
れ
、
息
子
た
ち
は
皇
帝
に
よ
る
市
長
官
の
更
迭
に
よ

A
同
w
，

h
M
n-一

っ
て
初
め
て
騨
放
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
彼
は
こ
の
座
政
に
つ
い
て
の
誼
人
と
し
て
宮
廷
へ
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

M
-
N
・
ピ
ア

A
叶
凶，

'M
刷い

ソ
ン
の
言
う
よ
う
に
、
迫
害
さ
れ
た
商
人
の
代
表
と
し
て
で
あ
っ
た
ろ
う
。

彼
は
シ
ヴ
ァ

l
ジ
1
に
富
を
略
奪
さ
れ
た
直
後
も
シ
ャ

l
パ
ン
ダ
ル
共
々
活
溌
な
瑚
活
動
を
再
開
し
て
イ
ギ
リ
ス
人
や
オ
ラ
ン
ダ
人
を
驚
か

A
げ

w，

A
H
H，

4K
V

か

P

せ
て
い
た
が
、
六
五
年
頃
か
ら
彼
の
威
光
は
若
干
賜
り
を
見
せ
始
め
た
感
が
あ
る
。
同
年
イ
ギ
リ
ス
商
館
は
「
彼
か
ら
離
れ
た
」
と
言
い
、
既

に
み
た
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
も
彼
を
排
除
し
て
、

シ
ャ
l
パ
ン
ダ
ル
に
そ
の
商
品
を
一
括
版
賢
し
始
め
た
。
し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
六
九
年
に

- 93ー

イ
ギ
リ
ス
は
彼
の
一
族
か
ら
多
額
の
融
資
を
受
け
て
お
り
、
こ
の
騎
り
は
わ
ず
か
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

従
来
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
彼
は
七

0
年
代
初
め
ご
ろ
引
退
し
た
よ
う
で
あ
る
。
七

O
年
に
彼
の
孫
ナ
ン
チ
ャ
ン
ド
と
ア
ル
メ
ニ
ア
商
人

A
万“マ

ト

P

ハ
l
ジ
ャ
H

ミ
ナ
ズ
が
彼
の
代
理
と
し
て
英
商
品
の
先
物
取
引
契
約
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
そ
の
一

誼
左
で
あ
る
。
そ
の
後
の
一
族
の
運
命

に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。

商
人
と
し
て
の
活
動
を
開
始
し
て
か
ら
「
世
界
一
の
豪』
商
」
と
噂
さ
れ
る
ま
で
に
成
長
し
て
引
退
す
る
ま
で
の
こ
の
五
十
徐
年
以
上
の
聞
に
、

ヴ
ィ
l
ル
ジ
l
H
ヴ
ォ

1
ラ
は
三
人
の
皇
帝
の
統
治
を
経
験
し
、

皇
帝
の

交
替
時
に
は
二
度
〈
二
七
年
、
五
七
年
〉
貸
興
と
い
う
形
で
の
献
金

伺

帥

を
強
い
ら
れ
、
少
な
く
と
も
二
度
(
五
七
年
、
六
四
年
)
市
の
略
奪
を
組
験
し
、
三

O
名
以
上
の
市
長
官
の
交
替
を
見
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
イ
ギ

リ
ス
人
、
オ
ラ
ン
ダ
人
等
に
よ
る
イ
ン
ド
船
傘
捕
事
件
を
何
度
も
経
験
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
彼
が
そ
の
地
位
を
強
化
し
、

保
持
し
績
け
て
き
た
こ
と
は
筋
嘆
に
値
し
よ
う
。
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第
二
章

南
替
商
と
周
旋
人

付

雨
替
商
と
周
旋
人
の
経
済
上
の
意
義

雨
替
商
と
周
旋
人
と
い
う
特
殊
な
専
門
的
知
識

・
技
能
を
要
す
る
職
業
が
ほ
ぼ
バ
ニ
ヤ
に
よ
っ
て
濁
占
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で

M
W
 

あ
る
。
ゴ
ア
な
ど
で
は
キ
リ
ス
ト
数
徒
化
し
た
奮
ヒ
ン
ド
ゥ
l
数
徒
南
替
商
の
活
躍
が
み
ら
れ
た
が
、
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
地
方
で
は
バ
ニ
ヤ
以
外

の
南
替
商
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
っ
た
。
周
旋
人
も
、
パ
ー
ル
シ

1
数
徒
が
そ
の
一
部
分
を
占
め
、

パ

ニ
ヤ

の
扱
え
な
い
動
物
の
取
引
の
周
旋

は
ム
ス
リ
ム
が
行
な
っ
た
も
の
の
、
や
は
り
そ
の
大
部
分
は
バ

一一
ヤ
で
あ

っ
た
。
ま
さ
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員
F
n
ベ
ル
サ

l
ル
ト
が
ヒ
ン
ド
ゥ

「
貴
族
の
宮
廷
や
ム
ス
リ
ム
商
人
の
組
て
の
業
務
|
|
記
帳
・
買
附

・
販
買
ー
ー
は
ヒ
ン
ド
ゥ

l
数
徒

1
数
徒
の
書
記
と
周
旋
人
に
つ
い
て
、

に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。
彼
ら
は
特
に
賢
い
周
旋
人
で
、
そ
の
結
果
、

は
扱
わ
な
い
と
こ
ろ
の
馬

・
牛
・
路
駐
・
象
、
い
や
あ
ら
ゆ
る
動
物
の
販
買
を
除
い
て
は
|
||
雇
わ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
如
く
で
あ
っ

伺

制

た
。
以
下
、
ま
ず
最
近
の
諸
研
究
に
依
援
し
て
、
こ
れ
ら
二
業
務
の
嘗
該
時
代
に
お
け
る
重
要
性
を
概
述
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
雨
替
商
と
呼
ん
で
き
た
も
の
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
起
源
の
サ
ッ
ラ

1
フ
宮
口
止
の
詩
語
で
あ
り
、
サ
ヅ
ラ
l
フ
は
康
義
に
は
金
融

業
者

一
般
を
指
す
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
嘗
時
の
一
般
的
用
法
で
は
単
な
る
金
融
業
者
一
般
で
は
な
く
貨
幣
鑑
定

・
雨
替
業
を
第
一
義
的
業
務
と

一
般
に
こ
れ
ら
の
園
々
の
ど
こ
で
も
|
|
彼
ら
が
ム
ス
リ
ム
の
よ
う
に

- 94ー

す
る
人
々
を
指
し
、

そ
の
中
に
は
造
幣
所
に
雇
用
さ
れ
て
貨
幣
鑑
定
に
従
事
す
る
職
人
も
含
ま
れ
て
レ
た
。
し
か
し
サ
ッ
ラ
l
フ
の
業
務
は
貨

フ
ン
デ
ィ
!
と
呼
ば
れ
た
手
形
に
よ
る
貸
附
・
迭
金
業
務
(
即
ち
今
日
で
い
う
迭
金
目
的
の
篤
替
手
形
の
夜
行
及

び
商
人
夜
行
の
手
形
に
よ
る
短
期
の
手
形
貸
附
)
、
保
険
業
務
、
預
金
業
務
に
も
及
ん
で
い
た
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
首
時
の

一
般
的
用
法
で
の
サ

幣
鑑
定

・
雨
替
業
に
止
ま
ら
ず
、

V

ラ
l
フ
を
雨
替
商
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
従
っ

て
、
彼
ら
は
、
前
章
で
み
た
豪
商
た
ち
ゃ
マ
ハ

l
ジ
ャ
ン

ヨ
与
と

g
と
か
サ
l
フ
包
Y
包
宮

と
か
サ

1
フ
カ
ー
ル
印
刷

E
E
H
と
か
呼
ば
れ
た
高
利
貸
商
人
(
こ
れ
ら
に
は
ム
ス
リ
ム
も
い
た
〉
と
は
一
雁
別
範
鴎
の
、
貨
幣
鑑
定

・
雨
替
業
を

第
一
義
的
業
務
と
す
る
人
々
で
あ
っ
た
。



の
必
要
性
の
他
に
、

ム
ガ
ル
帝
園
に
お
い
て
は
極
め
て
高
純
度
の
金
、
銀
、
銅
貨
が
護
行
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
単
な
る
贋
金
の
鑑
定
や
重
量
の
目
減
り
の
鑑
定

目
減
り
は
な
く
と
も
護
行
年
・
時
代
(
治
世
〉
の
古
い
貨
幣
は
低
く
評
債
さ
れ
、
そ
の
比
率
は
慣
習
的
に
決
ま
っ
て
い
た

も
の
の
、
政
府
の
方
針
や
両
替
商
の
操
作
に
よ
っ
て
も
饗
動
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、
南
替
商
に
よ
る
鑑
定
は
不
可
歓
で
あ
っ
た
。

ま
た
金
、
銀
、
銅
の
各
貨
幣
聞
の
交
換
比
率
が
金
、
銀
、
銅
の
各
地
金
聞
の
変
換
比
率
の
饗
動
に
連
動
し
て
い
た
た
め
、
外
園
貨
幣
も
含
め
て

各
種
貨
幣
の
鑑
定
と
雨
替
に
は
両
替
商
の
存
在
は
特
に
歓
か
せ
な
か
っ
た
。
ま
た
私
人
(
イ
ギ
リ
ス
人
や
オ
ラ
ン
ダ
人
も
含
む
〉
が
地
金
や
奮
貨
か

ら
新
貨
を
鋳
造
し
て
も
ら
う
場
合
に
も
、
寅
際
に
は
造
幣
所
役
人
の
不
正
を
見
抜
き
得
る
両
替
商
を
介
し
て
行
な
う
こ
と
が
多
か
っ
た
し
、
賞

際
、
外
園
か
ら
舶
載
さ
れ
る
貨
幣
や
地
金
の
主
要
な
買
手
も
、
豪
商
以
外
に
は
彼
ら
が
多
か
っ
た
。

買
手
と
買
手
の
聞
に
立
っ
て
貰
買
を
周
旋
し
、

周
旋
料
を
取
る
周
旋
人
は
嘗
時
の
イ
ン
ド
人
の
聞
で
は
ア
ラ
ビ
ア
語
起
源
の
ダ
ッ
ラ
l
ル

円山田口
包
と
い
う
語
で
呼
ば
れ
、

イ
ギ
リ
ス
人
の
記
録
で
は
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
記
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
者
の

- 95ー

周
旋
料
の
か
わ
り
に
定
額
給
興
を
も
ら
う
一
種
の
雇
用
人
、
代
理
人
の
如
き
人
々
(
た
だ
し

彼
ら
も
相
手
の
生
産
者

・商
人
か
ら
は
周
旋
料
を
取
る
)
や
、
大
商
人
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に
東
イ

ン
ド
曾
祉
に
ブ

ロ
ー
カ
ー
と
し
て
雇
わ
れ
る
者
も

中
に
は
、
商
人
や
東
イ
ン
ド
曾
祉
に
雇
わ
れ
て
、

い
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
場
合
も
含
め
て
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
詩
語
と
し
て
周
旋
人
と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
彼
ら
は
「
自
己
の
計

算
も
し
く
は
他
人
の
委
託
に
よ
っ
て
商
品
を
購
入
し
て
他
の
商
人
や
製
造
業
者
に
販
貰
し
、
利
潤
は
商
品
の
取
引
債
格
の
差
の
中
か
ら
得
る
商

行
魚
の
嘗
事
者
」
と
し
て
の
仲
買
業
者
と
は
異
な
り
、
第

一
義
的
に
は
他
人
聞
の
商
行
魚
を
媒
介
し
、
周
旋
料
(
あ
る
い
は
報
酬
〉
を
も
ら
う
存

付
開

在
で
あ
っ
た
。
嘗
時
の
豪
商
と
い
え
ど
も
仲
買
商
人
的
性
格
が
濃
厚
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
も
の
と
匡
別
す
る
意
味
で
周
旋
人

と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

嘗
時
ス

l
ラ
ト
市
で
は

「
数
百
人
の
多
忙
な
周
旋
人
た
ち
」
、
「
パ
ニ
ヤ
の
周
旋
人
の
群
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
多
数
の
周
旋
人
の
活
動

が
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、

ム
ガ
ル
帝
園
の
下
に
お
け
る
相
嘗
な
商
品
経
済
の
瑳
展
、
生
産
の
地
域
的
特
化
の
護
展
と
、
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
通
信
・
運
職
手
段
の
未
設
達
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
特
に
貿
易
が
季
節
風
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
嘗
時
に
あ
っ
て
は
、
商
人
や
東
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イ
ン
ド
舎
社
か
ら
資
金
を
預
っ
て
、
そ
れ
を
各
地
に
散
在
す
る
零
細
な
生
産
者
に
前
貸
し
し
、
適
時
に
集
荷
し
て
く
れ
る
生
産
地
の
貫
情
に
遁

じ
た
周
旋
人
は
不
可
依
で
あ
っ
た
。
周
旋
人
の
業
務
、
特
に
商
館
な
ど
に
雇
用
さ
れ
た
者
の
そ
れ
は
、
向
車
な
る
商
取
引
の
周
旋
に
止
ま
ら
ず
、

記
帳
、
迭
金
や
現
金
調
達
の
責
務
、
商
品
の
運
搬
の
際
の
同
行
、
通
閥
手
績
、
嘗
局
と
の
受
渉
、
通
語
な
ど
今
日
の
商
社
員
の
行
な
う
よ
う
な

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
含
ん
で
い
た
。
し
か
し
同
時
に
、
扱
う
商
品
毎
の
専
門
分
化
も
設
展
し
て
い
た
。
ま
た
彼
ら
は
同
時
に
濁
立
の
商
人
と
し

て
の
活
動
も
行
な
っ
た
。

彼
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
父
子
、
兄
弟
、
従
兄
弟
を
含
ん
だ
大
家
族
あ
る
い
は
同
族
結
合
を
構
成
し
、
互
い
に
助
け
あ
い
、
情
報
を
交
換
し
あ
っ

て
業
務
を
遂
行
し
て
い
た
。
ま
た
彼
ら
は
、
自
分
の
一
族
以
外
の
者
で
生
産
地
の
賓
情
に
詳
し
い
周
旋
人
を
部
下
に
持
つ
こ
と
が
あ
り
、
後
者

十

プ

ブ

ロ

ー

カ

ー

ァ

γ

〆
1
・
ブ
ロ
ー
カ
ー

は
副
周
旋
人
、
下
級
周
旋
人
等
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
場
合
前
者
は
後
者
の
分
だ
け
徐
分
の
周
旋
料
を
自
分
の
雇
主
か
ら
得
て
い
た
。

以
下
、

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
の
具
健
例
と
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
曾
祉
に
雇
用
さ
れ
た
タ

l
ク
ル
一
族
と
パ

l
ラ
ク
一
族
の
者

- 96-

た
ち
の
経
歴
を
み
て
み
よ
う
。ビ)

タ
1
ク
ル
一
族

今
舎
祉
に
勤
務
中
の
者
の
中
に
、

チ
ー
フ

m
タ
ス

J
Y
R
t
カ
l

ト
に
お
け
る
商
館
附
き
首
席
周
旋
人
|
|
の
引
き
で
雇
用
さ
れ
た
者
た
ち
で
、
彼
は
(
:
;
:
〔
三
八
年
〕
以
来
)
前
任
の
各
商
館
長
を
操
っ
た
の
で
、
彼
の

一
周
旋
人
一
族
あ
る
い
は
一
家
が
い
ま
す
。
彼
ら
は
皆
、
彼
ら
の
保
護
者
チ
ョ
タ
!
"
タ
l
p
ル

l
|我
々
の
蛍
ス
l
ラ

親
族
の
者
は
ア
l
グ
ラ
の
み
な
ら
ず
ア
フ
マ
ダ
l
バ
l
ド
、
ス
イ
ン
ド
等
々
の
首
席
周
旋
人
と
な
り
ま
し
た
。
:
:
:
そ
し
て
彼
の
手
先
が
海
外
や
本
土
の
他

ペョ
，

z

併む、

の
ほ
と
ん
ど
全
て
の
所
で
雇
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
方
〔
曾
祉
〕
に
直
ち
に
困
難
を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
彼
ら
を
急
に
解
雇
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
す
。

五

O
年
に
着
任
し
た
新
商
館
長
を
右
の
如
く
嘆
か
せ
た
タ
l
ク
ル
(
叶

E
E
6
一
族
と
曾
祉
と
の
関
係
は
、
古
く
一
六

O
八
年
に
遡
る
。
即

ち

一
族
の
ジ
ャ

I
ド
ゥ
ー
が
同
年
ム
ガ
ル
宮
廷
で
商
館
員
ホ

l
キ
ン
ス
に
仕
え
た
と
い
う
。

一
ム
ハ
年
の
イ
ギ
リ
ス
大
使
サ

l
H
ト
l
マ
ス
日

ロ
l

の
宮
廷
で
の
交
渉
の
際
に
も
通
語
粂
折
衝
役
を
務
め
た
。
そ
の
後
も
三
五
年
ま
で
ア
l
グ
ラ
や
ブ
ル
ハ

l

ン
プ
ル
で
の
活
動
が
知
ら
れ
て

伺
い
る
。
三
二
年
の
時
黙
を
と
っ
て
み
れ
ば
、

彼
の
甥
の
う
ち
、

グ
ル
日
ダ

I
ス
は
ス

l
ラ
ト
、
ダ
ン
ジ
ー
は
ア

l
グ
ラ
、
パ
ン
ジ
ュ
ー
は
プ



ロ
l
チ、

チ
ョ
タ
l
は
キ
ャ
ン
ベ
イ
で
舎
祉
の
周
旋
人
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
皆
互
い
に
兄
弟
で
あ
っ
た
が
、
他
に
彼
ら
の
従
兄
弟
ス
ン
ダ
ル
H

d
u，
 

b
p
 

一
族
の
ラ
ク
シ
ュ

ミ
l
H
ダ
l
ス
等
が
ス
イ
ン
ド
で
イ
ギ
リ
ス
の
た
め
に
働
い
て
い
た
。

ダ
ー
ス
は
ア

l
グ
ラ
で
、

右
の
う
ち
グ
ル

n
ダ
l
ス
は
、
二
二
、
二
三
年
頃
ア
フ
マ
ダ
l
バ
1
ド
で
藍
の
調
査
な
ど
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
ス

l
ラ
ト
に
移
り
「
大

d
n守

グ
ロ

1
4
H
1

ジ

エ

ネ

ヲ

ん

か

P

織
広
強
大
」
に
な
り
、
組
周
旋
人
〔
不
明
。
各
地
に
勤
務
す
る
舎
祉
の
周
旋
人
全
笹
の
長
か
?
〕
の
地
位
に
就
い
た
。

彼
の
死
去
(
一
一
三
年
)
後
、
こ

伺

の
地
位
は
暫
定
的
に
マ
ヒ

l
H
ダ
ー
ス

H
パ
l
ラ
ク
が
襲
っ
た
後
、
再
び
タ
l
ク
ル
一
一
族
の
パ
ン
ジ
ュ

l
、
'
次
い
で
チ
ョ
タ
ー
が
縫
承
し
た
。

ハ
ン
ジ
ュ
ー
は
、

一
六
年
以
来
三
二
年
ま
で
ブ
ロ
ー
チ
で
勤
務
し
、

そ
の
問
、
曾
祉
の
荷
を
禁
制
を
犯
し
て
密
か
に
海
路
ス

l
ラ
ト
に
迭
つ

て
ム
ガ
ル
嘗
局
に
答
打
た
れ
た
り
(
一
一
一
一
一
年
)
、
悪
徳
な
同
地
の
長
官
の
息
子
に
三
度
も
投
獄
さ
れ
た
り
し
た
(
二
八
年
)
。
一
時
ス

l
ラ
ト
で
組

周
旋
人
の
地
位
に
つ
い
た
が
、
三
三
年
に
は
ア
フ
マ
ダ
l
パ
l
ド
に
移
り
、
一
一
一
六
年
に
は
不
正
の
廉
で
商
館
員
に
よ
っ
て
投
獄
さ
れ
た
後
、
解

帥

雇
さ
れ
た
。

ダ
ン
ジ
l
は、

ま
ず
宮
廷
の
あ
る
ア
l
グ
ラ
に
お
け
る
舎
祉
の
逼
誇
と
し
て
史
料
に
見
え
(
二
八
年
)
、
普
通
の
周
旋
人
の
約
二
倍
の
月
給
三

一 97ー

ア
l
グ
ラ
の
商
館
閉
鎖
。
一
三
年
)
後
は
、
「
有

能
な
周
旋
人
」
と
し
て
商
館
の
建
物
の
管
理
と
貸
附
金
の
取
立
て
を
託
さ
れ
た
。
三
六
年
頃
、
彼
は
月
給
三
八
ル
ピ
!
と
乗
用
馬
と
稼
を
支
給

六
ル
ピ
ー
を
得
て
い
た
。
彼
は
は
じ
め
通
語
以
外
の
形
で
勤
務
す
る
こ
と
を
拒
ん
で
い
た
が
、

職
し
、

四
四
年
、
怠
慢
さ
と
商
館
員
を
呪
殺
し
ょ

ヴ
ィ

1
ル
ジ
l
u
ヴ
ォ

l
ラ
を
は
じ
め
「
強
力
な
友
人
た
ち
を
持
っ
て
い
た
の
で
」
ま
も
な
く
復

伺

五
一
年
に
藍
の
産
地
バ
ヤ
l
ナ
で
死
去
し
た
。

チ
ョ
タ
ー
は
、
遅
く
と
も
二
二
年
以
来
キ
ャ
ン
ベ
イ
で
勤
務
し
て
い
た
が
、
三
二
年
、
グ
ル
H

ダ
l
ス
の
死
去
で
勝
手
に
ス

l
ラ
ト
に
出
て

き
た
。
そ
し
て
一
時
ア
フ
マ
ダ
l
パ
l
ド
に
い
た
後
、
三
三
年
か
ら
ス

l
ラ
ト
商
館
で
組
周
旋
人
の
地
位
に
就
き
、

イ
ン
ド
船
牟
捕
事
件
の
影
響
で
彼
は
ム
ガ
ル
嘗
局
に
よ
っ
て
投
獄
さ
れ
た
。

さ
れ
て
い
た
。
同
年
、

う
と
し
た
こ
と
を
理
由
に
解
雇
さ
れ
た
が
、

「
市
長
官
等
と
取
引
し
た

719 

り
訪
問
し
た
り
す
る
際
の
、
通
語
」
を
粂
ね
た
。
そ
し
て
本
節
冒
頭
の
引
用
文
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
勢
力
を
築
き
、
商
館
附
き
南
替
商
の
職
務
を

輩
食
し
、
そ
れ
に
と
っ
て
か
わ
ろ
う
と
さ
え
し
た
(
五
二
年
頃
〉
。
五
九
年
項
、
彼
に
融
資
を
断
ら
れ
た
一
商
館
員
の
策
動
に
よ
り
解
雇
さ
れ
た



720 

が
、
ま
も
な
く
復
職
し
、
首
席
周
旋
人
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
六
二
年
に
新
商
館
長
オ
ク
セ
ン
デ
ン
が
着
任
す
る
と
、
彼
は
も
う
一
人
の
有
力

伺

な
周
旋
人
ソ
マ
ジ

l
H
チ
ッ
タ
共
々
不
正
行
震
の
廉
で
解
雇
さ
れ
た
。
後
者
は
、
四
、
五

0
年
聞
も
バ
フ
タ
(
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
で
産
す
る
キ
ャ
ラ

コ
)
の
買
附
周
旋
人
を
し
て
き
た
「
有
能
な
人
物
」
で
あ
っ
た
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
彼
や
そ
の
一
族
が
織
布
工
や
撚
糸
工
に
現
金
会
ピ
l

制

銀
貨
〉
の
か
わ
り
に
古
い
虫
喰
い
穀
物
と
パ
イ
サ
(
銅
貨
〉
を
割
高
で
前
貸
し
し
た
不
正
な
ど
が
こ
の
時
摘
設
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
第
一
章
で

み
た
ヴ
ィ

l
ル
ジ

l
H
ヴ
ォ

I
ラ
は
、
解
雇
さ
れ
た
彼
ら
と
結
託
し
て
こ
れ
ま
で
十
分
な
利
盆
を
得
て
き
た
と
み
え
、
彼
ら
の
相
談
を
う
け
た

伺

彼
は
他
の
商
人
に
匪
力
を
か
け
て
禽
枇
の
銅
や
珊
瑚
の
買
附
け
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
さ
せ
て
い
る
。
チ
ョ
タ
!
と
ソ
マ
ジ
ー
は
、
六
四
年
の
シ
ヴ
ア

1
ジ
l
の
襲
撃
の
際
に
家
を
焼
か
れ
て
貧
窮
化
し
、
六
八
年
頃
死
去
し
た
が
、
そ
の
後
も
、
彼
ら
が
生
前
曾
祉
に
貸
し
た
金
の
返
済
を
求
め
て

制

彼
ら
の
息
子
た
ち
が
市
の
長
官
に
訴
え
出
た
り
し
て
い
る
。
以
上
、
タ
l
ク
ル
一
一
族
の
権
力
は
、
ジ
ャ
l
ド
ヮ
ー
に
よ
っ
て
そ
の
基
礎
が
築
か

れ
、
チ
ョ
タ
ー
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
が
、
六
二
年
に
打
破
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

国

ハ
l
ラ
ク
一
族

- 98ー

従
来
パ

l
ラ
グ
一
族
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
、
こ
こ
で
も
そ
の
語
を
用
い
た
が
、
買
は
パ

l
ラ
ク
司
副
E
r
r
-
3巴
rr
と
は
鑑
定
人
、
両
替

商
下
金
融
業
者
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
の
敬
稿
を
持
つ
者
が
総
て
賞
質
的
な
意
味
の
あ
る
一
族
で
あ
っ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ

合
M
，

h
v、

hυ"、

ろ
う
。
た
と
え
ば
、
有
名
な
オ
ラ
ン
ダ
商
館
附
南
替
商
で
あ
っ
た
モ

I
ハ
ン
日

ダ
I
ス
H

パ
l
ラ
ク
や
デ
ィ
ウ
の
バ
ニ
ヤ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

d
dマ

4
3
"'

ム
u

v

h

u

v

の
長
ゴ
リ

H
ダ
1
ス
u
パ
I
ラ
ク
や
ニ

1
7
H
パ
l
ラ
ク
が
後
述
の
ピ

I
ム
ジ

l
u
パ
l
ラ
ク
ら
と
近
い
親
族
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
謹
擦
は

何
も
な
い
。
ま
た
、

イ
ギ
リ
ス
関
係
に
限
っ
て
も
、
同
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ア
フ
マ
ダ
l
パ
l
ド
の
商
館
附
南
替
商
カ
ル
ヤ
l
ン
H
パ
l
ラ

グ
と
い
う
人
物
が
い
る
。
彼
は
三
四
年
ま
で
二
五
年
間
同
職
に
あ
り
商
館
の
現
金
の
保
管
を
し
て
き
た
。
ま
た
彼
は
周
旋
人
を
粂
務
し
て
い
る

が
、
同
時
に
ス

l
ラ
ト
の
ム
ス
リ
ム
の
大
商
人
等
の
代
理
人
を
粂
ね
て
曾
祉
の
業
務
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
お
り
、
ま
た
副
周
旋
人
を
一
人
雇
つ

A
匂

'nu、

て
お
り
、
そ
の
た
め
二
倍
の
周
旋
料
を
徴
牧
し
て
い
る
、
と
商
館
員
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
彼
と
次
に
み
る
タ
ピ

l
H
ダ
ー
ス
と

の
関
係
も
わ
か
ら
な
い
。

タ
ピ

l
H
ダ
ー
ス
の
父
は
ス

l
ラ
ト
の
商
館
附
雨
替
商
で
年
俸
七

O
O
マ
フ
ム

l
デ
ィ

l

(
一
ヶ
月
約
二
三
ル
ピ
l
〉



を
え
て
い
た
と
い
う
州
、

カ
ル
ヤ
l
ン
と
は
別
人
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

(
も
ち
ろ
ん
こ
の
場
合
親
族
関
係
に
な
か
っ
た
と
も
断
定
で
き
な
い

が
さ
て
タ
ピ
l
u
ダ
ー
ス
H

パ
l
ラ
グ
は
そ
の
後
継
者
ト
ゥ
ル
ス
ィ
l
u
ダ
ー
ス
H

パ
l
ラ
ク
や
先
述
の
カ
ル
ヤ
l
ン
日
パ
l
ラ
ク
ら
と
共
に

商
館
附
き
雨
替
商
の
典
型
で
あ
っ
た
。
彼
に
つ
い
て
の
史
料
上
の
明
確
な
言
及
は
お
そ
ら
く
三
四
年
が
初
出
で
、
同
年
曾
祉
は
、
彼
の
良
心
的

を
支
給
す
る
こ
と
に
し
、

な
融
責
と
正
直
さ
を
認
め
て
彼
の
父
の
例
に
な
ら
っ
て
年
俸
(
五
O
O
マ
フ
ム
l
デ
ィ
l
)

経
験
を
積
め
ば
さ
ら
に
加

増
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
彼
の
曾
祉
へ
の
融
資
例
と
し
て
は
、
四
、

0
0
0リ
ア
ル
(
八
、

0
0
0ル
ピ
l
〉
、
五
高
ル
ビ

1
等
が
あ
る
。

三
六
年
に
は
、
舎
祉
が
市
嘗
局
に
支
梯
う
べ
き
賠
償
金
一

O
七、

0
0
0
ル
ピ

1
の
連
帯
保
誼
人
の
一
人
に
な
っ
た
。
同
年
ま
で
は
ス

1
ラ
ト

商
館
の
現
金
は
彼
が
保
管
し
て
き
た
が
、
こ
の
時
か
ら
は
商
館
員
た
ち
で
保
管
す
る
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
商
館
附
き
南
替
商
の
主
要
な
一
任

務
が
奪
わ
れ
た
。
彼
は
商
活
動
も
行
な
っ
た
。
三
四
年
に
珊
瑚
を
買
い
な
が
ら
ヴ
ィ
l
ル
ジ
!
日
ヴ
ォ
l
ラ
を
恐
れ
て
そ
れ
を
公
表
で
き
な
か

っ
た
こ
と
は
既
に
見
た
。
彼
あ
る
い
は
彼
の
父
は
三

O
年
に
も
珊
瑚
を
購
入
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
珊
瑚
や
銀
を
舎
祉
か
ら
買
っ
て
い
る
。
ま

Aq 

h
uy
 

た
小
型
の
イ
ギ
リ
ス
船
を
曾
祉
よ
り
借
り
て
バ
ス
ラ
へ
汲
遣
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
彼
は
四
二
年
頃
死
去
L
た
。

- 99ー

タ
ピ

I
H
ダ
l
ス
の
地
位
を
縫
い
だ
の
は
、
彼
の
息
子
と
も
弟
と
も
い
わ
れ
る
ト
ゥ
ル
ス
ィ

l
n
ダ
1
ス
で
あ
っ
た
。
彼
も
曾
祉
の
珊
瑚
を

買
っ
て
い
る
。
五
一
年
、
五
二
年
と
彼
は
年
俸
(
五
O
O
マ
フ
ム
l
デ
ィ
1
)

の
引
き
上
げ
を
訴
え
、
且
つ
前
述
の
チ
ョ
タ
l
が
彼
の
職
務
を
輩

何

食
し
て
い
る
と
訴
え
た
が
、
五
二
年
、
禽
祉
と
融
資
の
利
子
率
に
つ
い
て
樹
立
し
解
職
さ
れ
た
。
後
任
は
ベ
ニ
l
H
ダ
l
ス
と
い
う
主
に
マ
ラ

バ
ー
ル
地
方
へ
涯
遣
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
周
旋
人
で
、
二

O
蔦
ル
ピ
ー
を
低
利
で
融
資
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
柄
こ
の
よ

う
に
曾
祉
の
上
層
の
周
旋
人
と
南
替
商
は
互
い
に
任
務
の
交
代
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ト
ゥ
ル
ス
ィ

I
H
ダ
l
ス
は
そ
の
後
周
旋

人
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
が
、
六
二
年
頃
に
は
商
館
員
へ
の
貸
倒
れ
に
よ
り
大
祭
貧
窮
化
し
、
「
わ
ず
か
な
俸
給
だ
け
で
は
家
族
を
扶
養
し
て

い
け
な
い
」
朕
態
で
あ

っ
た
。
舎
祉
は
年
俸
五

O
O
マ
フ
ム

l
デ
ィ

1
の
復
活
を
決
定
し
た
が
、
そ
の
直
後
新
長
官
オ
ク
セ
ン
デ
ン
に
よ
り
解

雇
さ
れ
た
。
し
か
し
、
舎
祉
は
「
彼
を
債
権
者
た
ち
の
無
慈
悲
な
行
震
か
ら
守
る
た
め
に
」
彼
が
商
館
附
き
周
旋
人
の
肩
書
き
を
使
う
こ
と
を

721 
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同

許
し
た
と
い
う
。
彼
の
生
存
は
六
九
年
頃
ま
で
確
認
で
き
る
。
彼
は
、
舎
祉
に
「
忠
寅
・
勤
勉
」
で
あ
っ
た
た
め
混
落
し
た
例
と
い
え
よ
う
。

最
近
の
A
H
ダ
l
ス
H
グ
プ
タ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
六
二
年
に
ビ

l
ム
ジ
l
H
パ
l
ラ
ク
と
い
う
人
物
が
そ
の
三
兄
弟
カ
ル
ヤ
l
ン
H
ダ
l

制

ス
、
キ
ソ

l
、
ヴ
ィ
タ
ル
日
ダ
l
ス
と
共
に
新
商
館
長
オ
ク
セ
ン
デ
ン
に
よ
っ
て
禽
祉
の
周
旋
人
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
。
従
来
彼
ら
は
前
述

Q
M，
 

hp
 

の
ト
ゥ
ル
ス
ィ

l
"
ダ
l
ス
の
息
子
た
ち
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
疑
わ
し
い
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
ト
ゥ
ル
ス
ィ

l
H
ダ
l

ス
は
前
述
の
よ
う
な
悲
惨
な
晩
年
を
迭
る
必
要
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

同
制

何
ら
そ
の
言
及
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
嘗
然
雨
者
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
の
あ
っ
て
い
い
場
合
に
も

一
貫
し
て
曾
祉
に
と
っ
て
「
有
用
・
重
賓
」
な
存
在
で

あ
っ
た
。
八
三
年
に
彼
は
東
イ
ン
ド
曾
祉
本
部
か
ら
金
メ
ダ
ル
と
鎖
を
贈
呈
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
禽
祉
の
特
別
開
税
の
税
率
引
き
下
げ
交
渉
を

ビ
ー
ム
ジ
ー
は
、

八
六
年
に
ス
l
ラ
ト
商
館
の
首
席
周
旋
人
と
し
て
死
去
し
た
が
、

ム
ガ
ル
宮
廷
で
行
な
っ
た
り
、
資
金
借
入
れ
交
渉
を
行
な
っ
た
り
し
、

そ
の
結
果
債
権
者
か
ら
責
め
ら
れ
た
り
し
た
。
ま
た
カ
1

ン
デ
l
シ
ユ

-100ー

地
方
の
あ
る
町
の
周
旋
人
が
禽
祉
へ
の
キ
ャ
ラ
コ
納
入
契
約
を
履
行
し
な
か
っ
た
た
め
、
彼
を
副
周
旋
人
と
し
て
特
別
周
旋
料
を
得
て
い
た
ビ

倒

l
ム
ジ
ー
が
責
任
を
負
う
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
彼
は
後
に
同
地
へ
親
族
の
一
人
を
涙
遣
し
て
い
る
。
彼
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
事
は
、
や

は
り
、

「
バ
ラ
モ
ン
教
の
古
典
」
の
活
版
印
刷
の
た
め
努
力
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
七
一
年
に
な
さ
れ
た
彼
の
求
め
に
臆
じ
て
、
七
四
、

七
五

年
頃
に
活
版
屋
と
印
刷
機
が
到
着
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
活
版
屋
が
「
パ
ニ
ヤ
文
字
」
の
活
字
の
鋳
造
に
不
慣
れ
で
あ
り
、
且
つ
イ
ン
ド
人
へ

糾

の
技
術
の
俸
授
を
拒
ん
だ
た
め
、
こ
の
試
み
は
結
局
失
敗
に
移
っ
て
い
る
。
員
の
パ

l
ラ
ク
一
族
は
彼
に
始
ま
っ
た
と
言
え
る
。
即
ち
、
彼
の

死
後
も
弟
た
ち
、
息
子
た
ち
を
は
じ
め
と
す
る
彼
の
一
族
は
禽
祉
の
周
旋
人
の
中
核
と
し
て

一
八
世
紀
中
頃
ま
で
ス

l
ラ
ト
市
で
活
動
し
績
け

紛た
以
上
、

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
禽
祉
の
周
旋
人
の
中
で
は
六
二
年
ま
で
は
タ
l
ク
ル
一
族
、

禽
祉
は
彼
ら
の
個
々
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、

そ
れ
以
後
は
ビ

l
ム
ジ

l
H
パ
i
ラ
ク
一
族
が
中

ー
・
カ
イ
サ
ル
が
述
べ
る
よ
う
に

周
旋
人
な
し
で
は
す
ま
せ
な
か
っ
た
。

M
開

「
一
七
世
紀
イ
ン
ド
の
全
商
業
祉
舎
は
周
旋
人
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
て
い
た
。
」

ま
さ
に

A
-

核
を
な
し
て
い
た
と
い
え
る
。



第
三
章

ハ
ニ
ヤ
商
人
の
集
国
脱
出
事
件
と
マ
ハ
l
ジ
ャ
ン

付

ハ
ニ
ヤ
商
人
の
集
圏
脱
出
事
件

バ
ニ
ヤ
商
人
の
貧
力
と
組
織
の
強
国
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
、
六
九
年
に
お
こ
っ
た
彼
ら
の
ス

l
ラ
ト
市
か
ら
の
集
園
脱
出
事
件
が
あ
る
。制

こ
の
事
件
に
つ
い
て
の
最
も
詳
細
な
史
料
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
商
館
か
ら
本
園
へ
宛
て
た
通
信
文
に
よ
れ
ば
、
そ
の
概
要
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

バ
ニ
ヤ
た
ち
が
自
分
た
ち
の
身
と
寺
院
を
守
る
た
め
に
多
額
の
献
金
を
し
た
こ
と
に
味
を
し
め
た
岡
市
の
カ
l
ズ
ィ

l

(剣
事
)

た
ち
が
さ

ら
に
彼
ら
に
射
す
る
迫
害
を
強
め
た
た
め
、
割
瞳
を
強
制
さ
れ
て
自
殺
す
る
者
も
出
る
始
末
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
岡
市
か
ら
の
脱
出
を

決
意
し

「
五
人
の
最
も
有
力
な
人
た
ち
」
が
前
述
の
ビ
l
ム
ジ

i
H
パ
l
ラ
ク
と
共
に
、

イ
ギ
リ
ス
商
館
長
の
と
こ
ろ
ヘ
ボ
ン
ベ
イ
へ
の
移

住
の
可
能
性
を
打
診
し
に
来
た
(
九
月
一
一
一
一
日
)
。
し
か
し
、
時
期
向
早
と
判
断
し
た
商
館
長
は
ム
ガ
ル
皇
帝
へ
の
提
訴
を
勤
め
た
。

-101-

「
翌
二
三
、
二
四
日
の
両
日
、
バ
ニ
ヤ
家
族
の
全
家
長
総
勢
八
、

0
0
0人
が
、
ス

l
ラ
ト
市
に
残
る
弟
や
近
親
者
に
妻
子
を
託
し
て
岡
市

を
出
護
し
た
。
カ
l
ズ
ィ

1
は
怒
っ
て
、
彼
ら
を
阻
止
す
る
よ
う
市
長
官
に
王
の
名
で
命
じ
た
が
、
長
官
は
バ
ニ
ヤ
た
ち
に
同
情
し
て
い
た
の

で
」
彼
ら
の
放
行
は
自
由
だ
と
答
え
た
。

カ
l
ズ
ィ
ー
が
、

「
戻
っ
て
こ
な
け
れ
ば
寺
院
を
破
壊
し
、
指
導
者
に
割
躍
を
す
る
」
と
脅
迫
す
る

日
々
人
数
の
培
え
た
パ
-
一
ヤ
た
ち
は
、
約
二
日
行
程
の
ブ
ロ
ー
チ
市
に

と
、
彼
ら
は

「
正
義
を
求
め
て
皇
帝
の
も
と
へ
行
く
」
と
答
え
た
。

行
き
州
太
守
の
保
護
下
に
は
い
り
、
そ
こ
か
ら
皇
帝
へ
提
訴
し
た
。

ム
M
V

ジ
忌
ネ
ラ
ル

「
そ
の
開
、
ス
l
ラ
ト
市
の
人
々
は
大
繁
な
物
資
の
不
足
を
経
験
し
た
。
な
ぜ
な
ら
バ
ニ
ヤ
た
ち
が
、
彼
ら
の
マ
ハ
l
ジ
ャ
ン
、
即
ち
中
央

-
評
議
舎
か
ら
の
指
令
な
く
し
て
は
ど
の
庖
も
聞
い
て
は
な
ら
な
い
、
と
巌
し
い
罰
則
を
科
す
る
こ
と
を
僚
件
に
誓
い
あ
っ
て
い
る
の
で
少
し
も

食
料
が
入
手
で
き
な
か
っ
た
。
造
幣
所
と
税
闘
が
閉
鎖
さ
れ
た
。
取
引
の
た
め
に
は
も
ち
ろ
ん
、
商
館
の
消
費
の
た
め
に
も
少
し
も
現
金
が
入

手
で
き
な
く
な
っ
た
。
商
取
引
は
全
く
停
止
さ
れ
て
い
る
。
」

723 

結
局
、
彼
ら
は
、

「
園
王
か
ら
好
意
的
な
手
紙
と
身
の
安
全
と
信
仰
上
の
よ
り
大
き
な
自
由
に
つ
い
て
若
干
の
保
障
を
得
て
」
、

一
一
一
月
二
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O
日
に
ス
l
ラ
ト
市
に
戻
っ
て
き
た
。
以
上
が
事
件
の
概
要
で
あ
る
。

こ
の
事
件
が
ア
ウ
ラ
ン
グ
ゼ
l
ブ
帝
の
宗
教
政
策
に
起
因
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
彼
は
、
六
五
年
頃
か
ら
宗
数
的
差
別
政
策
を
と
り
は

じ
め
た
。
同
年
、
ヒ
ン
ド
ゥ

1
数
徒
に
射
す
る
関
税
率
を
二
・
五
%
か
ら
五
%
に
引
き
上
げ
、
六
七
年
に
は
ム
ス
リ
ム
に
劃
す
る
開
税
を
全
菟

約
し
た
。
そ
し
て
六
九
年
四
月
八
日
に
は
、

全
州
の
太
守
た
ち
に
、

「
邪
数
徒
の
同
学
校
と
寺
院
を
破
壊
せ
よ
。
そ
し
て
邪
数
従
の
数
義
の
講
義
や

帥

布
敬
、が
行
な
わ
れ
て
い
る
獄
態
を
す
み
や
か
に
一
掃
せ
よ
」
と
の
数
令
を
出
し
た
。
ス
l
ラ
ト
市
の
カ
l
ズ
ィ
ー
ら
の
行
動
は
直
接
に
は
こ
の

紋
令
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う。

し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
側
史
料
に
よ
れ
ば
、
既
に
六
七
年
頃
か
ら
寺
院
の
破
壊
や
強
制
的
改
宗
な
ど
が
、

、前
H
勾

ム
町
、

「
彼
ら
〔
商
人
た
ち
〕
の
互
い
の
取
引
を
大
き
く
阻
害
し
て
き
て
い
る
」
と
い
う
朕
態
で
あ
っ
た
。
ア
ウ
ラ

ン
グ
ゼ
l
ブ
は
カ
l
ズ
ィ
l
の
行

な
っ
た
よ
う
な
暴
力
的
な
割
躍
の
強
制
に
は
反
射
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
ス
l
ラ
ト
市
の
パ
ニ
ヤ
た
ち
が
寺
院
の
破
援
等
を
甘
受
し
た

と
は
考
え
ら
れ
ず
、
彼
ら
が
手
に
入
れ
た
よ
り
大
き
な
信
仰
の
自
由
は
、
や
は
り
皇
帝
の
意
固
を
覆
し
て
彼
ら
の
買
力
で
獲
得
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

-102ー

前
二
章
で
み
て
き
た
よ
う
な
バ
ニ
ヤ
商
人
た
ち
の
経
済
的
買
力
と
重
要
性
は
、
彼
ら
の
同
盟
罷
市
に
よ
っ
て
ス
l
ラ
ト
市
の
全
経
済
が
ー
ー

M
問

造
幣
所
や
税
関
も
含
め
て
|
|
完
全
に
蹴
薄
し
た
と
い
う
事
買
に
よ
っ
て
遺
憾
な
く
示
さ
れ
た
が
、
本
稿
の
冒
頭
に
言
及
し
た
よ
う
な
海
港
都

市
ス

1
ラ
ト
の
重
要
性
は
、
市
長
官
の
み
な
ら
ず
皇
帝
も
無
視
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
市
長
官
が
皇
帝
へ
の
忠
誠
や
宗
教
よ
り
も
経

済
的
利
害
を
重
視
し
た
こ
と
は
、
こ
の
事
件
の
直
前
に
彼
が
イ
ギ
リ
ス
側
と
共
謀
し
て
皇
帝
に
鈷
を
従
来
よ
り
高
く
買
わ
せ
て
、

帥

雨
者
で
折
半
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
に
も
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
の
利
盆
を

パ
ニ
ヤ
た
ち
が
嘗
初
ボ
ン
ベ
イ
移
住
の
意
向
を
示
し
た
の
は
必
ず
し
も
意
外
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
六
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
が
ボ
ン
ベ
イ
を

獲
得
し
た
直
後
、

ボ
ン
ベ
イ
側
の
植
民
勧
誘
に
ス

1
ラ
ト
の
ア
ル
メ
ニ
ア
商
人
守
、

L
ニ
テ
ィ
ー
が
躍
応
じ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
岡
市
の
長

官
の
調
査
で
設
費
し
て
い
た
し
、
六
八
年
に
は
ピ
l
ム
ジ
l
u
パ
l
ラ
ク
一
家
が
宗
激
的
迫
害
を
逃
れ
て
移
住
し
よ
う
似
し
て
い
た
し
、
七

O

年
の
シ
ず
ァ
l
ジ
l
の
ス

1
ラ
ト
布
再
襲
撃
の
直
後
に
は
前
シ
ャ
l
メ
ン
ダ
ル
の
息
子
も
移
住
の
希
望
を
漏
ら
し
て
い
る
。
こ
の
ボ
ン
ベ
イ
の



存
在
も
ま
た
、
皇
帝
た
ち
の
譲
歩
の
一
背
景
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

も
も
う
一
度
あ
っ
た
。
卸
ち
、

さ
て
、
商
人
や
職
人
に
よ
る
集
圏
脱
出
は
、
嘗
時
時
々
見
ら
れ
た
現
象
で
あ
っ
た
が
、

一
六
年
春
頃
税
関
役
人
が
主
だ
っ
た
バ
ニ
ヤ
商
人
の
一
人
に
暴
力
を
振
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
ら
は
「
全
員
集
合

一
七
世
紀
の
ス

I
ラ
ト
市
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と

(
彼
ら
の
習
慣
ど
お
り
)
市
長
官
に
訴
え
出
た
後
、
正
義
を
求
め
に
宮
廷
へ
行
く
と
い
う
口
寅
で
市
か
ら
去
っ
た
」
が
、

M
W
 

市
長
官
の
好
意
的
な
約
束
を
得
て
戻
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
市
長
官
の
訴
え
に
よ
り
そ
の
役
人
は
解
任
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
の
直
接
の
原
因
は

し
て
彼
ら
の
庖
を
閉
め
、

ハ
ユ
ヤ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
代
表
的
人
物
に
劃
す
る
暴
力
行
鶏
で
あ
っ
た
が
、
既
に
み
た
よ
う
に
ハ
リ
H

ヴ
ァ
イ
シ
ャ
一
族
や
ヴ
ィ

l
ル
ジ

-
H
ヴ
ォ

l
ラ
一
族
の
投
獄
等
の
際
に
は
集
圏
脱
出
に
ま
で
は
至
っ
て
お
ら
ず
、

絵
っ
た
の
か
、
宗
数
的
差
別
と
観
念
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
商
事
件
は
バ
ニ
ヤ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
強
固
な
圏
結
力
を
示
し
て
い
る
。
量
的
に
み
て
も
、
嘗
時
の
バ
ニ
ヤ
商
人

制

は
一
般
に
大
家
族
で
あ
っ
た
か
ら
、
集
圏
脱
出
を
行
な
っ
た
八
、

0
0
0人
以
上
の
家
長
の
背
後
に
は
、
お
そ
ら
く
数
寓
の
家
族
員
が
い
た
と

思
わ
れ
、
や
は
り
こ
の
共
同
行
動
は
嘗
時
一

O
蔦
人
と
も
二

O
寓
人
と
も
い
わ
れ
た
岡
市
の
人
口
の
う
ち
か
ら
ム
ス
リ
ム
等
や
職
人
を
除
い
た

一
六
年
の
場
合
に
は
「
多
く
の
横
柄
な
振
舞
」
が
除
程
目
に

-103ー

事
貫
上
穂
て
の
パ
ニ
ヤ
商
人
を
巻
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

(二3

マハ

l
ジ
ャ
ン

さ
て
、
こ
の
全
パ
ニ
ヤ
商
人
に
、
集
圏
脱
出
・
同
盟
罷
市
を
命
ず
る
こ
と
の
で
き
た
組
織
が
マ
ハ

1
ジ
ャ
ン
ヨ
与
と

g
で
あ
っ
た
。
す
で

に
見
た
よ
う
に
、
こ
の
事
件
を
報
じ
た
通
信
文
で
は
「
マ
ハ

l
ジ
ャ
ン
、
即
ち
の

3
2白
ロ
の

2
5
2」
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿

併

で
は
後
者
を
木
村
雅
昭
氏
に
従
っ
て
「
中
央
評
議
曾
」
と
詳
し
た
。
そ
れ
は
、
八
、

0
0
0人
以
上
が
一
堂
に
曾
す
る
「
穂
曾
」
が
あ
っ
た
と

M
W
 

マハ

l
ジ
ャ
ン
の
賓
鐙
に
つ
い
て
は
不
明
な
黙
が
多
い
。
以
下
、

は
考
え
難
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

て
の
報
告
等
を
手
が
か
り
に
若
干
の
推
論
・
疑
問
を
提
示
す
る
に
止
め
ざ
る
を
得
な
い
。

一
九
世
紀
の
マ
ハ

1
ジ
ャ
ン
に
つ
い

725 

一
九
世
紀
の
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
地
方
の
都
市
の
職
人
や
バ
ニ
ヤ
商
人
、
時
に
は
ム
ス
リ
ム
の
聞
に
は
、
北
イ
ン
ド
の
他
地
域
と
異
な
り
、
中
世
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ギ
ル
ド
に
似
た
同
業
組
合
組
織
が
存
績
し
て
い
た
。
職
人
の
同
業
組
合
は
パ
ン
チ
ュ
官

zr、
そ
の
長
は
パ
テ
ル
宮
丹
市
-
と
呼

倒

ば
れ
、
商
人
の
同
業
組
合
は
マ
ハ

i
ジ
ャ
ン
、
そ
の
長
は
セ

1
ト

J
E
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
各
同
業
組
合
の
長
は
通
常
二
人
で
、
彼
併
は

数
名
の
有
力
メ
ン
バ

ー
か
ら
な
る
評
議
舎
の
助
言
を
得
て
同
業
組
合
を
統
制
・
指
導
し
、
ま
た
魚
政
者
や
他
の
同
業
組
合
の
長
と
交
渉
し
た
。

商
人
の
同
業
組
合
の
場
合
、
こ
の
個
々
の
有
力
メ
ン
バ
ー
も
文
字
通
り
マ
ハ

l
ジ
ャ
ン
(
大
身
、
有
力
商
人
。
ω
E
-
E与
と
自
陣
に
由
来
)
と
呼
ば

れ
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
彼
ら
の
評
議
舎
も
マ
ハ

l
ジ
ャ
ン
と
呼
ば
れ
て
レ
た
。
お
そ
ら
く
そ
れ
が
さ
ら
に
褒
展
し
て
同
業
組
合
自
身
も
マ
ハ

1

ジ
ャ
ン
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
各
同
業
組
合
は
一
般
に
曾
館
を
持
ち
、
必
要
に
臆
じ
て
全
メ
ン
バ
ー
か
ら
な

州
側

る
総
舎
が
聞
か
れ
た
。
各
同
業
組
合
は
カ
l
ス
ト
(
ジ
ャ

l
テ
ィ
)
の
枠
を
越
え
た
も
の
で
あ
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ

l
数
徒
と
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
の
開
の

品
岬

壁
を
も
越
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
商
人
の
同
業
組
合
の
場
合
は
「
人
種
」
の
壁
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
さ
れ
る
が
、

ヒ
ン
ド
ゥ

l

・
ム
ス

リ
ム
聞
の
壁
を
も
越
え
た
例
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
ア
フ
マ
ダ
l
バ
!
ド
市
に
は
布
商
人
、
生
糸
商
人
、

金
融
業
者
の
各
同
業
組

合
を
は
じ
め
、
各
職
人
の
そ
れ
も
含
め
る
と
四

O
の
同
業
組
合
が
あ
り
、
た
と
え
ば
布
商
人
の
そ
れ
は
ヴ
ィ
シ
品
ヌ
汲
ヒ
ン
ド
ゥ

l
数
徒
と
ジ

叫
叫

ヤ
イ
ナ
教
徒
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
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ム
ガ
ル
期
の
グ
ジ
ャ
ラ

l
ト
地
方
の
各
都
市
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
同
業
組
合
が
多
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

一
八
世
紀
前

中
十
の
雨
替
商
が
規
律
あ
る
組
織
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
そ
の
二
人
の
代
表
が
一
違
反
者
を
組
織
か
ら
除
名
し
た
事
貫
か
ら
A

H

ダ
l
ス
H

グ

制

プ
タ
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
両
替
商
が
自
分
た
ち
に
有
利
な
両
替
比
率
を
強
制
し
た
こ
と
か
ら
一
斉
に
投
獄
さ
れ
た
と
い
う
一
七

団
可

世
紀
の
例
で
も
確
認
で
き
る
。

ま
た
一
八
世
紀
前
牢
の
ア
フ
マ
ダ

l
パ
l
ド
市
で
ナ
ガ
ル
セ

l
ト
ゥ
(
後
述
)
の
任
命
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
た
賓

品
川

石
商
人
ク
シ
ャ

l
ル
チ
ャ

ン
ド
と
絹
織
物
商
人
ガ
ン
ガ

l
n
ダ
l
ス
は
各
々
の
マ
ハ

1
ジ
ャ
ン
の
長
で
あ
っ
た
。

他
方
一
九
世
紀
の
小
都
市
で
は
、
金
融
業
者
と
全
有
力
商
人
は
そ
の
組
劉
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
互
い
に
寄
り
集
ま
っ
て
一
開
業
組
合

を
構
成
し
、
他
の
群
小
の
同
業
組
合
に
射
し
て
支
配
的
な
地
位
を
保
持
す
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
そ
の
場
合
こ
の
よ
う
な
開
業
組
合
は
し
ば
し
ば

晴
叫

「
町
の
マ
ハ

l
ジ
ャ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
蛍
時
の
ブ
ロ
ー
チ
市
で
も
「
金
融
業
者
、

雨
替
商
、

代
理
商
、

保
険
ブ

ロ
ー
カ
ー

綿
花
商



人
」
、
印
ち
岡
市
の
有
力
商
人
た
ち
が
構
成
す
る
「
商
人
の
組
合
、

合
や
各
種
職
人
の
同
業
組
合
に
劃
し
て
優
越
し
た
地
位
を
占
め
て
い
た
。

印
ち
マ
ハ

l
ジ
ャ
ン
」
が
、

穀
物
商
、
雑
貨
商
、

ス
l
ラ
ト
市
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
か
つ
て
は
こ
の

タ
パ
コ
商
の
各
同
業
組

マ
ハ

1
ジ
ャ
ン
の
長
が
ナ
ガ
ル
セ
l
ト
ゥ
(
市
の
長
〉
の
職
と
稽
披
を
世
襲
し
て
き
た
が
、
嘗
時
は
も
は
や
ナ
ガ
ル
セ
l
ト
ゥ
は
稿
続
の
み
で
職

川
仰

で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
他
方
大
都
市
ア
フ
マ
ダ
l
バ
l
ド
で
は
、
布
商
人
、
生
糸
商
人
の
マ
ハ
l
ジ
ャ
ン
が
最
有
力
で
あ
っ
た
が
、
金
融
業

者
の
マ
ハ
l
ジ
ャ
ン
の
長
が
ほ
ぼ
代
々
ナ
ガ
ル
セ
l
ト
ゥ
の
職
と
稿
競
を
襲
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
嘗
時
は
ナ
ガ
ル
セ
l
ト
ゥ
の
職
権
は
経
済

的
側
面
よ
り
も
パ
エ
ヤ
商
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
内
で
の
宗
数
的
・
牢
宗
教
的
側
面
に
(
雨
乞
い
の
儀
式
の
執
行
や
宗
敬
と
係
り
の
あ
る
休
業
日
の
制

定
・
調
整
等
〉
限
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
ろ
一
九
世
紀
の
ア
フ
マ
ダ

I
バ
1
ド
市
に
は
、
小
都
市
に
お
け
る
如
き
複
数
職
種
の
有
力
商

'川相

人
が
寄
り
集
ま
っ
て
構
成
し
た
軍
一
の
「
町
の
マ
ハ

l
ジ
ャ
ン
」
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

さ
て
、

一七、

一
八
世
紀
の
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
に
も
ど
る
と
、

ま
ず
ア
フ
マ
ダ
l
バ
l
ド
市
に
は
バ
ニ
ヤ
商
人
の
各
マ
ハ
l
ジ
ャ
ン
の
長
や
ボ

の
マ
ハ

l
ジ
ャ
ン
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
寅
誼
さ
れ
て
お
ら
ず
、

セ
1
ト
ウ

長
の
上
に
、

こ
こ
で
は
嘗
面
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て
捉
え
て
お
く
|
|
の

一105ー

ー
ラ
商
人
、
パ
ー
ル
シ

l
商
人
等
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ー
ー
そ
れ
ら
の
内
部
に
バ
ニ
ヤ
商
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
合
と
同
様
に
各
職
種
毎

一
都
市
の
全
商
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
統
制
す
る
も
の
と
し
て
ナ
ガ
ル
セ

I
ト
ゥ
が
お
り
、
こ
の
ナ
ガ
ル
セ

l
ト
ゥ
は
政
府
に

よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
た
め
、
政
治
権
力
者
が
介
入
し
て
混
凱
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
小
谷
在
之
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

h

刷

マ

ハ
'
ジ
ヤ

γ

る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
、
直
ち
に

M
・
N
・
ピ
ア
ソ
ン
の
想
定
し
た
よ
う
な
全
市
的
規
模
の
評
議
曾
|
|
そ
こ
に
は
各
種
商
人
の
開
業
組

ω
 

合
の
長
た
ち
と
、
時
に
は
各
種
職
人
の
同
業
組
合
の
長
が
列
席
し
た
|
|
の
存
在
を
意
味
し
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
た
と
い
そ
れ
の
存
在
を
想
定

ナ
ガ
ル
セ

l
ト
ゥ
の
任
命
を
め
ぐ
る
激
し
い
抗
争
が
誼
明
し
て
お
り
、
パ
ニ
ヤ
の
各
種

商
人
の
同
業
組
合
と
同
列
に
は
論
ぜ
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ピ
ア
ソ
ン
は
、
こ
の
全
市
的
評
議
舎
が
魚
替
レ

1
ト
・
手
形
割
引
率
、
休
業

日
等
を
統
制
し
た
柁
す
る
が
、
前
二
者
は
普
通
商
替
商
あ
る
い
は
金
融
業
者
の
同
業
組
合
あ
る
い
は
「
町
の
マ
ハ

1
ジ
ャ
ン
」
に
よ
っ
て
決
定

h
則

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
全
市
的
評
議
曾
お
よ
び
そ
の
長
と
し
て
の
ナ
ガ
ル
セ

l
ト
ゥ
が
介
入
す
る
の
は
紛
争
が
起
っ
た
場
合
に
限
ら
れ
た
で
あ

で
き
た
と
し
て
も
、

そ
の
内
部
の
圏
結
力
の
弱
さ
は
、

727 
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ろ
列
。
既
に
み
た
よ
う
に
一
九
世
紀
に
は
ナ
ガ
ル
セ

l
ト
ゥ
の
職
務
は
宗
教
的
・
牢
宗
数
的
性
質
の
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
ム
ガ
ル
期
に
は
経

済
的
性
質
の
も
の
が
よ
り
強
か
っ
た
と
し
て
も
、
宗
数
的
・
牢
宗
数
的
性
格
も
一
九
世
紀
と
同
様
に
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。

一
九
世
紀
初
頭

各
マ
ハ

l
ジ
ャ
ン
の
基
金
の
一
部
が
等
し
く
ジ
ャ
イ
ナ
数
徒
の
経
営
す

h
出

る
動
物
病
院
の
維
持
の
た
め
に
上
納
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
な
お
一
九
世
紀
に
は
各
同
業
組
合
の
基
金
の
残
齢
部
分
も
一
般

h
引

に
は
困
窮
組
合
員
の
救
済
に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
各
種
宗
教
・
慈
善
施
設
の
維
持
費
に
ま
わ
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
同
業
組
合
も
ま
た

宗
汲
的
・
カ
l
ス
ト
的
性
格
を
梯
拭
し
き
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
ヒ
ン
ド
ゥ

l

・
ム
ス
リ
ム
聞
の
壁
を
越
え
た

以
前
に
は
ナ
ガ
ル
セ

l
ト
ず
ら
ジ
ャ
イ
ナ
数
徒
が
強
大
で
あ
っ
た
。

同
業
組
合
の
結
成
を
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

コ
γ
ト
ゥ
，
ピ
晶

l
ν
E
ν

一
八
世
紀
前
半
に
動
物
病
院
維
持
の
た
め
に
パ

ニ
ヤ
商

人

た

ち

か

ら

賦

課

金

を

'U
 

徴
牧
し
た
マ
ハ

l
ジ
ャ
ン
が
存
在
し
た
こ
と
を
A

H

ダ

l
ス
H

グ
プ
タ
が
指
摘
し
て
い
る
。
も
し
こ
れ
が
全
バ
ニ
ヤ
商
人
を
割
象
と
し
た
マ
ハ

マ

h

t

A

Y

ヤ

U
2

ー
ジ
ャ
ン
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
集
圏
脱
出
・
同
盟
罷
市
行
動
を
指
揮
し
た
中
央
評
議
舎
と
同
じ
も
の
と
み
な
せ
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
こ
の
「
マ
ハ

1
ジ
ャ
ン
」
が
一
九
世
紀
の
ス

l
ラ
ト
市
や
ブ

?
l
チ
市
の
マ
ハ

l
ジ
ャ
ン
や
小
都
市
の
「
町
の
マ
ハ

l
ジ
ャ
ン
」

の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
パ
ニ
ヤ
商
人
の
各
種
同
業
組
合
の
代
表
が
あ
っ
ま
っ
て
構
成
す
る
よ
り
高
次
の
統
制
機
関
〈
評
議

で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
断
定
的
に
答
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
前
者
な
ら
ば
、
そ
の
マ
ハ

I
ジ
ャ
ン
の

き
て
、

ム
ガ
ル
期
の
ス

l
ラ
ト
市
に
つ
い
て
み
る
と
、
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舎
一
部
分
を
構
成
し
た
筈
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
南
替
商
が
、
貫
際
に
は
先
述
の
よ
う
に
彼
ら
だ
け
で

一
同
業
組
合
を
構
成
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と

か
ら
、
後
者
の
設
の
方
が
読
得
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
に
は
、
い
っ
そ
れ
が
前
者
の
よ
う
な
マ
ハ

l
ジ
ャ
ン
に
と
っ
て

替
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
、
即
ち
い
っ
前
者
の
よ
う
な
マ
ハ

l
ジ
ャ
ン
が
ス

1
ラ
ト
市
に
出
現
す
る
の
か
も
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
切
。
な
お
、
後
者
の
場
合
で
も
、
そ
の
高
次
の
統
制
機
関
の
長
の
地
位
は
い
ず
れ
か
の
有
力
職
種
の
同
業
組
合
の
長
1

ー
た
と
え
ば
金
融

業
者
の
マ
ハ

1
ジ
ャ
ン
の
セ

1
ト
ゥ
ー
ー
が
占
め
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
状
。
と
こ
ろ
で
、
第
一
章
で
み
た
ヴ
ィ

1
ル
ジ

l
u
ヴ
ォ

l
ラ
が
、

h
山
V

買
は
一
マ
ハ

1
ジ
ャ
ン
の
セ

1
ト
ゥ
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
は
同
時
に
、
遅
く
と
も
ハ
リ
H

ヴ
ァ
イ
シ
ャ
の
死
後
に
は
、



全
パ
ニ
ヤ
商
人
コ
ミ
品
ニ
テ
ィ
ー
を
代
表
す
る
地
位
に
も
つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、

ム
ガ
ル
期
ス

l
ラ
ト
市
に
は
パ
ニ
ヤ
商
人
、

シ
l
ア
波
ボ

l
ラ
商
人
、

ト
ル
コ
人
商
人
(
小
ア
ジ
ア
出
身
の
ス
ン
ア
汲
ム
ス
リ
ム
〉
、

パ
ー
ル
シ

l
商
人
、

ア
ル
メ
ニ
ア
商
人
等
を
全
て
包
括
し
た
全
市
的
規
模
の
マ
ハ

l
ジ
ャ
ン
、
あ
る
い
は
ア
フ
マ
ダ
l
パ
l
ド
市
に
み
ら
れ
た

よ
う
な
全
商
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
統
制
す
る
ナ
ガ
ル
セ

l
ト
ゥ
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

A
・
ダ
ー
ス
H

グ
プ
タ
は
、

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
そ
の
よ
う
な
組
織
〔
全
市
的
規
模
の
マ
ハ

l
ジ
ャ
ン
の
よ
う
な
組
織
〕
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
は
彼
ら
の
あ
る

一
八
世
紀
前
半

者
た
ち
の
聞
で
の
樹
立
闘
係
か
ら
極
め
て
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
共
通
の
利
盆
に
劃
す
る
大
地
班
員
剣
な
関
心
は
あ
り
、
緊
急
時
に
は
し
ば

そ
の
よ
う
な
共
同
行
動
は
町
の
主
な
家
々
の
ど
こ
が
開
始
し
て
も
よ
く
て
特
に
定
ま
っ
て
お
ら

ω
 

ず
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
そ
う
い
う
行
動
が
開
始
さ
れ
る
か
、
ま
た
そ
れ
が
ど
れ
程
の
支
持
を
得
る
か
は
誰
も
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
」

パ
ニ
ヤ
商
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
越
え
た
全
市
的
規
模
の
商
人
の
共
同
行
動
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
検
討
す
る
議
定
で
あ
る
が
、
結
論
的

し
ば
共
同
行
動
、
が
と
ら
れ
た
。
:
・
・
:
し
か
し
、

に
は
右
の
見
解
は
ほ
ぼ
一
七
世
紀
ス

l
ラ
ト
市
に
閲
し
て
も
適
合
す
る
と
い
え
る
。
た
だ
一
七
世
紀
の
場
合
、
各
商
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
互

い
に
よ
り
協
調
的
で
、
商
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
全
鎧
は
よ
り
統
制
が
と
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
そ
れ
は
ナ
ガ
ル
セ

I
ト

W
の

統
制
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
一
九
世
紀
ス
l
ラ
ト
市
に
は
ナ
ガ
ル
セ
l
ト
ヮ
の
稿
競
を
世
襲
す
る
一
ジ
ャ
イ
ナ
数
徒
家
系
が
あ
り
、

一
七
世
紀
に
も
そ
の
稽
競
合
』
持
っ
た
人
物
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
海
港
都
市
ス

1
ラ
ト
に
は
、
他
の
海
港
都
市
に
お
け
る
と
同
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様
シ
ャ

1
パ
ン
ダ
ル
が
政
府
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
て
い
た
。
す
で
に
慣
れ
た
よ
う
に
彼
は
海
事
閥
係
の
責
任
者
の
一
人
で
あ
り
海
闘
の
長
で
あ

「
商
人
の
長
」
と
も
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
ナ
ガ
ル
セ

帥

l
ト
す
が
シ
ャ

1
パ
ン
ダ
ル
を
粂
任
し
な
い
限
り
、
後
者
を
統
制
下
に
お
く
前
者
の
存
在
は
想
定
し
難
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
ス

1
ラ
ト
で

っ
た
が
、
こ
の
地
位
に
は
常
に
代
表
的
ム
ス
リ
ム
商
人
が
任
命
さ
れ
、

は
ナ
ガ
ル
セ

I
ト
P
は
パ
ニ
ヤ
商
人
コ
ミ
ム
ニ
テ
ィ
ー
の
長
で
あ
る
こ
と
に
甘
ん
じ
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
既
述
の
よ
う
に
五
七
年
の
皇

729 

子
ム
ラ
l
ド
日
。
ハ
ク
シ
ュ
の
軍
資
金
の
借
入
の
要
求
に
劃
し
て
シ
ャ

l
パ
ン
ダ
ル
と
ヴ
ィ

1
ル
ジ

l
H
ヴ
ォ

l
ラ
が
全
商
人
を
代
表
し
て
麿
じ

た
が
、
こ
の
時
後
者
は
ナ
ガ
ル
セ

I
ト
ゥ
の
地
位
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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な
お
、

A
・
ダ

l
ス
H

グ
。フ
タ
も
述
べ
る
よ
う
に
、
右
の
例
の
よ
う
な
緊
急
時
に
は
宗
涯
を
越
え
た
商
人
の
共
同
行
動
も
と
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
往
々
「
金
銭
で
問
題
を
解
決
す
る
」
こ
と
に
止
ま
っ
て
商
人
た
ち
自
身
の
自
治
都
市
の
建
設
と
そ
の
防
衛
に
ま
で
護
展
し
な
か
っ

た
と
し
て
も
、

ナ
ガ
ル
セ

l
ト
ヮ
に
代
表
さ
れ
る
商
人
の
開
心
の
針
象
が
「
し
ょ
せ
ん
商
業
上
の
事
象
に
限
ら
れ
て
お
り
、
決
し
て
人
々
の
社

側

ま
し
て
は
都
市
の
運
命
そ
の
も
の
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
木
村
雅
昭
氏
の
よ
う
に
断
定
す
る
の
は

禽
生
活

一
般
や
、

嘗
時
の
現
買
を
正
し
く
反
映
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
e

キ
リ
ス
ト
数
と
ゲ
ル
マ
ン
民
族
と
い
う
共
通
性
格
を
持
つ
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
小
規
模
な
都
市
の
市
民
共
同
鐙
と
あ
ら
ゆ
る
民
族
的
・
宗
教
的
要
素
を
含
む
一

O
高
、
二

O
寓
の
人
口
か
ら
な
る
都
市
を
同
日
に
論
ず
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

む
し
ろ

一
七
世
紀
ス
1
ラ
ト
市
や
ア
フ
マ
ダ

1
パ
!
ド
市
で
は

カ
!
ス
ト
に
よ
る
職
業
固
定
化
と
い
う
枠
内
に
あ
っ

て
、
ヵ
l
ス
ト
的
性
格
を
十
分
に
梯
拭
し
き
れ
て
い
な
い
と
い
う
弱
黙
を
持
ち
つ
つ
も
と
も
か
く
も
カ
l
ス
ト
を
越
え
た
同
業
組
合
組
織
が
あ

り
、
宗
涯
を
越
え
た
共
同
行
動
が
あ
っ
た
貼
に
こ
そ
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お

わ

り

-108ー

こ
れ
ま
で
ム
ガ
ル
期
、
特
に
二
ハ
一

O
年
頃
か
ら
一
六
七

O
年
頃
ま
で
の
ス

l
ラ
ト
市
の
バ
ニ
ヤ
商
人
の
活
動
主
追
い
、
彼
ら
が
豪
商
粂
大

金
融
業
者
と
し
て
、
あ
る
い
は
雨
替
商
や
周
旋
人
と
し
て
い
か
に
強
大
な
貫
力
を
持
ち
、
商
品
経
済
の
抜
大

・
設
展
の
重
要
な
措
い
手
と
な
っ

て
い
た
か
を
見
、

ま
た
彼
ら
の
共
同
行
動
が
皇
帝
の
宗
数
政
策
に
も
一
定
の
譲
歩
を
強
い
た
こ
と
を
見
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

ハ
リ

H
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
や
ヴ
ィ

I
ル
ジ

l
H
ヴ
ォ

l
ラ
ら
の
パ
ニ
ヤ
の
豪
商
が
活
躍
し

ま
が
り
な
り
に
も
帝
園
の
秩
序
が
維
持
さ
れ
て
、
地
方
行
政
権
力
者
に
よ
る
迫
害
の
極
端
化

を
阻
止
し
得
た
こ
と
と
、
皇
帝
が
比
較
的
現
質
的
宗
数
政
策
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
、
帝
園
の
貢
租
徴
牧
機
構
に
寄
生
し
て
の
商
人
|
|
ム
ス

た
こ
の
時
期
は
ム
ガ
ル
帝
園
の
最
盛
期
で
あ
り
、

リ
ム
商
人
の
み
な
ら
ず
バ
ニ
ヤ
商
人
も
ー
ー
ー
の
成
長
に
と
っ
て
好
篠
件
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
六
七

0
年
代
の

ス
l
ラ
ト
市
は
し
ば
し
ば
シ
ヴ
ァ

l
ジ
1
の
率
い
る
マ
ラ
l
タ
勢
力
の
侵
略
の
影
に
お
び
え
、
岡
市
の
貨
幣
経
済
は

一
時



ω
 

的
に
せ
よ
一
衰
退
の
徴
し
を
み
せ
、
多
く
の
金
融
業
者
や
商
人
が
漫
落
し
た
。
ま
た
、
バ
ニ
ヤ
商
人
の
共
同
行
動
に
よ
っ
て
一
定
の
譲
歩
を
強
い

ア
ウ
ラ
ン
グ
ゼ
l
プ
帝
の
パ
ニ
ヤ
商
人
に
封
す
る
差
別
的
閥
税
政
策
は
縫
績
さ
れ
、

ら
れ
た
と
は
い
え
、

七
九
年
に
は
ジ
ズ
ヤ
が
復
活
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
下
に
少
な
く
と
も
一
七
世
紀
末
年
ま
で
は
バ
ニ
ヤ
商
人
に
と
っ
て
苦
難
の
時
期
が
績
い
た
と
思
わ
れ
、
も
は
や
ヴ
ィ
l

ル
ジ
l
H
ヴ
ォ

1
ラ
や
ハ
リ
H
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
に
匹
敵
す
る
バ
ニ
ヤ
の
豪
商
の
名
前
を
聞
く
こ
と
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
逆
に
こ
の
時
期
か
ら

一
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
シ
l
ア
汲
ボ
l
ラ
商
人
の
ム
ッ
ラ
l
家
や
ア
レ
ッ
ポ
方
面
出
身
の
ト
ル
コ
系
の
チ
ェ
ラ
ピ
家
の
活
躍
が
額
著
に
な
っ

て
い
っ
た
。

七

0
年
代
以
降
の
右
の
よ
う
な
展
望
が
ど
れ
だ
け
妥
嘗
な
も
の
か
、
ま
た
ど
れ
だ
け
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
地
方
や
帝
園
の
他
の
都
市
に
安
嘗
す
る

も
の
か
は
今
後
の
検
討
に
ま
か
せ
た
い
。
ま
た

A
・
ダ
l
ス
H
グ
プ
夕
、
が
、

「
一
八
世
紀
へ
の
轄
換
黙
に
お
い
て
|
|
た
と
い
そ
れ
以
前
に
お

同
仰

い
て
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
|
|
〔
ス
l
ラ
ト
〕
市
は
イ
ン
ド
に
お
け
る
商
船
の
最
大
の
母
港
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
こ
と
と
右
の
展
望
と

が
い
か
に
関
わ
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

731 

註ω
拙
稿
「
一
六
世
紀
イ
ン
ド
海
上
貿
易
の
構
造
l
主
要
貿
易
品
の
分
析
を

中
心
と
し
て
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
三
十
五
巻
第
二
鏡
、
一
九
七
六
年

九
月
〉
参
照
。

ω
M
-
N
・
ピ
ア
ソ
ン
は
『
ミ
ラ
l
テ
H
ア
フ
マ
デ
ィ
l
』
に
依
接
し
て
、

一
六
四
四
年
の
ス
l
ラ
ト
港
の
関
税
枚
入
を
二
五
蔦
ル
ピ
!
と
み
、
そ
れ

が
全
帝
園
の
地
税
収
入
に
占
め
る
比
重
が
極
微
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、

し
か
し
関
税
率
二
・
五
%
か
ら
逆
算
し
て
、
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
諸
港
で
扱
わ

れ
た
商
品
の
量
が
磨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

(
ζ
-

Z
・
句
。
雪
印
。
p
h
h品
川
、
町
、

HASHMASh出

M
N
E
N
R
2
S
C
R
-
R
R
qミ

-zod〈

U
O
F
F
-

sa-
弔
-
N
U
|
N
δ
。
右
の
ス
l
ラ
ト
の
関
税
額
は
ほ
ぼ
同
期
の
イ
ギ

-109ー

リ
ス
商
館
員
の
報
告
に
よ
っ
て
も
一
一
長
附
け
ら
れ
て
い
る
。
円
四
-
M刊
誌
、
民
M
M
V

~ua。コ
2
3
L
F
R同
R
・
E-
者
-
H
り

g
g
P
E
S
-
ω
・一

O
H
F
E
-
5
0叶

l
N
叶
・
』
血
気
色
・

3
・
H
N
ω
-
N
O
プ
』
a
h
u
l
l
h
h
W
3
・
M
ω
|
巴
・
(
以
下
、

巴
り
と
略
記
)
な
お
嘗
時
の
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
州
の
地
税
査
定
額
は
約
一
、

三
O
O世
間
ル
ピ
l
、
全
帝
閣
の
そ
れ
は
二
億
ル
ピ
l
前
後
で
あ
っ
た
。

ぇ・】
-
F
E
Y
叫

dzk山

h11s守
h
X
喜
久
』
向
者
E
h
p
b
Q
(』

MM臥

ー
ミ
。
3
・
円
、
o
E
o
p
H
申
告
-
宅
・

8
由・品
8
・
8
∞・品。由
・

ω
例
え
ば
、

ω
-
Z・
ω
o
p
(包・
γ
吋
ど

L
y
b
s
吋

2
2
N
h
。
¥
叫

dE-

z
g
h
S
A
n
Q
2
1
2
0
4〈
ロ
己

r
r
s
s
-
3・
N
Y
H
B
u
r
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∞3
5
g
、2
4
2ロ
ぽ
♂
叫

4
2
2
r
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ι
v
b
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aslAMF
可
・
〈
・
切
と
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M
W

〉
・
ロ
2

0ロ司
F
。、・

2H・・
3
-
M
H
O
-
N
H
Y
た
だ
し
、

六
O
年
に
自

分
の
雇
用
人
を
ラ
l
ジ
ャ

l
プ
ル
へ
波
遺
し
た
ス
1
ラ
ト
の
ビ
l
ム
ジ
ー

が
同
一
人
で
あ
る
可
能
性
は
あ
る
。
〈
思
J
~
a
a
l
g
-
司・

8
3

制
門
町
・
切
戸
』

a
sl
s
-
司・

8
ロ一切・

0
・
0orz-o・
e
-
R
H
J
司
-HNH
一

〉
・
』
.
0巳
E
F
口、-EN--司・

MM九時
除
ロ
・

同
開

E
J
』
m
S
I
S
-
唱
-
S
H
で
は
、
同
一
通
信
文
の
中
に
「
曾
祉
の
古
く

か
ら
の
周
旋
人
ト
P
ル
ス
ィ
i

H

ダ
l
ス
の
甥
」
が
割
穫
さ
れ
た
と
言
い

チ

1

7

な
が
ら
、
そ
の
少
し
後
に
言
及
さ
れ
て
い
る
「
曾
祉
の
首
席
周
旋
人
ビ
ー

ム
ジ
!
"
パ
l
ラ
ク
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
一
言
も
述
べ
て
い
な
い
。

帥
何
回
り
・

~
a
s
s
-
唱
-
g
-開
明

(
Z
3
・
〈
O
F
F
Z
-
M
8・
自
∞
1
N8
・

N∞N
一
〈

o--
ロア

3
・
MmM-N芯
-
S
F
ω
怠・

的
何
回
J
』
h
S
I
S
-
唱・

8
口
一
何
回
り

(Zωγ
〈
o
?
?
3・
5
Y
N芯・

Mg-

紛

〉

-
U訟
の
ロ
司

F
。、・

2
T
官官

-MS
I
N
E-

M
W

〉・』・

0
色白血『・。、
-
R
H・・

-yE0.

紛
以
下
の
要
課
は
次
に
依

っ
て
い
る
。

何回
J
尽
S
I
S
-
3
・
H
81
5叶
・

N
g・
最
近
で
は
、

ζ
-
Z
-
p
w
m
a
g・
。
、
・
円
礼
子
司

-HNN
一
回
・
。
・

0
0・

rz-0・。、
-RHJ
官
官
・
ぉ
l
s
一
穴
-
Z・。
E
E
r
cュ
・
吋

-r叫

42nN3h

司
有
丈
A
¥
k
p
芯
・
・
・
・
司
-
H
印。

等
が
こ
の
事
件
に
言
及
し
て
い
る
。

な
お
、
次
の
オ
ラ

ン
ダ
側
の
記
録
は
不
正
確
な
黙
を
含
み
つ
つ
も
興
味
深

い
も
の
で
あ
る
。

ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ン
と
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
に
お
い
て
原
住
民
の
異
数
徒
た

ち
の
中
で
大
き
な
騒
動
が
愛
生
し
て
い
ま
す
。
〔
そ
れ
は
〕
彼
ら
が
、

彼
ら
の
寺
院
を
完
全
に
破
壊
さ
れ
、
強
制
的
に
モ
ー
ル
人
〔
H
H
ム
ス

リ
ム
〕
に
さ
れ
、
過
度
に
税
金
を
課
せ
ら
れ
、
財
産
を
奪
わ
れ
、
そ

の
他
の
h
h
h
y
多
く
の
耐
え
難
い
苦
痛
〔
を
味
わ
わ
ぜ
ら
れ
る
〕
な
ど

V
4「

Y
テ

y

あ
ら
ゆ
る
方
法
で
そ
l
ル
人
太
守
た
ち
に
よ
っ
て
多
く
の
場
合
に

大
出
演
座
迫
さ
れ
て
い
た
た
め
〔
で
す
〕
。
貿
際
、
高
地
地
方
〔
H
H
内
陸

部
〕
に
お
け
る
こ
の
反
飢
は
、
大
モ
ゴ
ル
〔
H

ム
ガ
ル
皇
帝
〕
自
ら

ア
1
グ
ラ
の
近
く
の
そ
れ
に
封
抗
す
る
た
め
に
デ
リ
ー
か
ら
下
っ
て

こ
よ
う
と
し
た
程
ま
で
に
接
大
し
て
い
ま
し
た
。
大
幾
多
く
の
住
民

畠

ν

が
、
ア
マ
ダ
パ
ト
〔
H
H
ア
フ
マ
ダ
l
パ
l
ド
〕
と
ス
ラ

ッ
タ
〔
リ
ス

l
ラ
ト
〕
の
町
か
ら
脱
出
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
同
地
に
お

ネ
ホ
M

Y

-

-

F

Y

L

F

グ
晶
ル
ケ

y

け
る
商
取
引
と
手
工
業
が
し
ば
ら
く
の
開
停
止
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
良
い
約
束
を
得
て
、
い
く
ら
か
の
人
々
が
戻
っ
て
来

た
後
、
そ
の
騒
ぎ
は
少
し
枚
ま
り
は
じ
め
ま
し
た
。
モ
ー
ル
人
の
太

守
た
ち
が
貧
し
い
〔
?
か
わ
い
そ
う
な
〕
パ
ニ
ヤ
た
ち
を
良
心
の
阿

賀
な
く
そ
の
よ
う
に
ひ
ど
く
虐
待
す
る
の
は
、
オ
ラ
ン
ゼ
l
プ
帝
が

普
か
ら
常
に
以
上
の
者
た
ち
に
針
し
て
ひ
ど
い
惜
し
み
を
持
っ
て
い

て
、
イ
ス
ラ
ム
教
が
彼
ら
の
聞
で
培
わ
れ
る
の
を
期
待
し
て
い
る
こ

と
を
彼
ら
が
知
っ
て
い
る
か
ら
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
は
、
あ
の
よ
う
な
方
法
で
は
縫
績
し
え
な
い
で
し
ょ
う
。
さ
も
な

け
れ
ば
、
そ
の
こ
と
か
ら
園
家
の
損
害
に
な
る
よ
う
な
大
き
な
困
難

が
起
る
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
園
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
人
々

〔
り
異
教
徒
〕
が
住
民
で
あ
り
、
そ
し
て
も
し
彼
ら
が
園
結
し
た
な

ら
大
き
な
力
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
彼
ら
が

そ
l
ル

人
の
政
府
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
き
つ
く
束
縛
さ
れ
て
い
る
こ
と
さ

え
不
思
議
な
こ
と
で
す
こ
六
七

O
年
一
月
一
一
一
一
日
附
〉
。
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its relationship with theｎｏｎ･nomadicsociety. He won the fame of being

ａ just ruler｡

　　

In conclusion,the process of centralizationof rule developed as the

Khan authoritieswere able to control the selfish　andseparatistambitions

of the nomadic aristocracy. Thus, this development, ultimately based on

the death of Yasawr, may be said to have ended when the aim of Kebek

to establisha stablegovernment of the Duwa's family was attained. Under

the rule of Kebek, the state of Chaghatai-khan entered ａ peaceful period.

BANIA MERCHANTS UNDER THE MUGHAL EMPIRE

　　　　

－ＡCase study on Those of Surat City―

　　　　　　　　　　

Nagashima Hiromu

　　　

In thispaper the author examines the role and position of Hindu and

Jain merchants under the Mughal Empire, taking as an example bania

merchants (which included both Hindus and Jains) of Surat City, the big-

gest port of the Empire, in the 17th century. Though considerable studies

have been done on merchants of Surat, the commercial careers and political

roles of the merchants are to be ｅχamined further.

　　　

In the 1st Chapter l therefore,follow the careers of Hari Vaisya

and Virii Vora 一the two biggest bania merchant-bankers　of the city―,

the former since the year 1617 and the latter since 1616. Especially Vir-

ji Vora improved and maintained his position as one of the leading bania

merchants of the Empire during more than fiftyyears up to around 1670.

This career of his is remarkable one, when we consider that this period

witnessed three successivereigns of the emperors, more than thirtychanges

of the city-governors,and the attacks on the city at least twice.

　　　

In the 2nd Chapter the authorｅχamines the commercial careers of the

members of the Thakur family and the so-calledParakh family（-thoｕｇｈ

ｌ do not consider that whoever had the surname　Parakh belonged to

one and same family or lineage―), who played important roles as brokers

or money changers（§ａｒｒafｓ）ofthe English East India Company, and ｌ

emphasize the importance of brokers and money changers （both of which

occupations were mostly monopolized by banias) in the commercial world
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of the Empire｡

　　

The 3rd Chapter treats the banias' mass leaving from Surat City in

1669 against the qazi's religious tyranny over them and its successful results

as an example to show the above｡mentioned importance and indispensability

of bania merchants in the economic world of the city and the Empire.

This mass leaving was organized by the ｍａｈａｉａｎwhich governed ａ１１

the bania merchants of the city. The nature of this mahajaμis not clear,

but it might have been composed of the representatives of all the mer-

chantguilds (which were organized according to occupations and were also

calledｍａｈａｉａｎｓ）ｏｆbanias｡

　　

We hear no names of big bania merchants of the city comparable with

Virjl Vora since 1670s. It may, therefore, be said that the prosperity of

the big bania merchants like him up t0 1670 largely depended on the

stability and prosperity of the Empire and the relatively tolerant religious

policy of the emperors up to that time.

THE ESTABLISHMENT OF THE NATIONAL

　

ECONOMIC COUNCIL AND ITS ACTIVITY

　　　　　　　　　　

Kawai Satoru

　　

The National Economic Council, establishedalong organizationalrules

promulgated in 1931 and reorganized in 1933 to accommodate ａ policy for

reconstruction, was an agency designed in an attempt to solve the most

urgent problems of farm villages and industry. The National Govern-

ment of the　Republic of China aimed to　reconstruct an　independent

and prosperous China while preserving ａ balance with competition from

advanced countries.ぺNhen it was firstestablished,the most important

problem facing the National Economic Council was the interrelation and

regulation of the functions of the acting organizations for reconstruction.

The solution of these porblems depended upon establishing a required

participationby the social strata supporting the government in the deter-

mination of economic and politicalpolicy,and accepting the technical assis-

tance of the League of Nations.

　　

In 1933―following the advancement of the Anti-Communist campaign。
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